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はじめに

　私たちのまち茅ヶ崎は、昭和 22（1947）年に市制を施行して以来、首都圏への交通
の利便性を背景に、住宅都市として都市化が進みました。これまで人口の増加が続き、
直近では 24 万人を超えたところですが、ここでピークを迎え、今後はなだらかに人口
減少に転じると見込んでいます。
　人口の構成は、戦後の第 1次ベビーブームに生まれたいわゆる団塊の世代が、75 歳
を迎えようとしており、今後は 75 歳以上の方の割合が増加していくものと見込んでいま
す。一方で、全国的な傾向でもありますが、子どもの数は減少に転じており、その傾向
はこれからも続くと見込んでいます。私たちは、人口減少と少子高齢化が同時進行する
これまで以上に難しい局面を迎えようとしています。
　これに加えて、世界中で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、これまで私たちが
当たり前だと思っていた日常を打ち砕くものとなりました。私たちの暮らしは、今やグ
ローバリゼーションの中で多くの人の交わりによって成り立っており、新型コロナウイ
ルスのような感染症のリスクはこれからも避けられず、未知の感染症への耐性をもった
新たなライフスタイルを模索していかなければなりません。
　このような中で、令和 12（2030）年を目標年次とするまちづくりの基本的な指針として

「茅ヶ崎市総合計画」を策定しました。この計画により実現したい最も重要な姿は、茅ヶ
崎市民の誰もが自分らしく「笑顔」で日々を過ごすことです。そして、全ての市民がそれ
ぞれの個性を発揮し、まちづくりの原動力である市民活動や地域経済といった「活力」が
増すことによって、今後予想される難局を乗り越えることができるものと確信しています。
　今回のコロナ禍に限らず、大地震や風水害といった災害など予期せぬ事態がいつ発生
するかわかりません。将来の不確実な事態に対して、しなやかに対応することが求めら
れます。総合計画も、茅ヶ崎市民の誰もが自分らしく日々を過ごすという核となる将来
の姿を堅持しつつ、さまざまな事態を機敏に捉え、柔軟性を持って対応していくことが
必要です。市民の皆さまとも状況の変化に応じて、市政は何に重点を置いて取り組むべ
きかこれからも議論を重ねていかなければなりません。そのファーストステップとして、
ぜひ、この計画書をご覧いただき、茅ヶ崎の目指す未来を共有
できればと思います。
　最後になりますが、計画の策定に当たり、ご尽力いただいた
茅ヶ崎市総合計画審議会の委員の皆さまや、ワークショップな
どに参加いただいた市民の皆さまに心からお礼申し上げます。

　　令和 3（2021）年 3月

茅ヶ崎市長　佐藤 光
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総
合
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て

第        編1

茅ヶ崎市総合計画における「市民」とは

　居住者、在勤・在学者、事業活動や公益の増進に取り組むもの、納税の義務を負
うもののこと。
　なお、一人一人の個人としての活動に着目する場合は、「市民」を個人の意味で使
用し、「市民、企業、関係団体」等と列記するものとします。
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※
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：

こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
や
仕
組
み
に

対
し
て
新
し
い
技
術
や
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
、
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
的
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
す
ヒ
ト
・
組
織
・
社

会
の
幅
広
い
変
革
の
こ
と
。

第 
1 
章  

茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
の
概
要

茅
ヶ
崎
市
は
、
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年

に
「
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し

て
以
来
、
4
次
に
わ
た
り
総
合
計
画
を
策
定

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
23
（
2
0
1
1
）
年
度
を
初
年
度
と
し
た
10

年
間
の
計
画
で
あ
る
「
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
基

本
構
想
」
で
は
、
将
来
の
都
市
像
を
「
海
と
太

陽
と
み
ど
り
の
中
で　

ひ
と
が
輝
き　

ま
ち
が

輝
く　

湘
南
・
茅
ヶ
崎
」
と
定
め
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、我
が
国
は
人
口
減
少
の
本
格
化
や
、

少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
行
、
地
方
の
過
疎

化
、
多
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
等
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の

成
熟
化
に
伴
い
、
人
々
の
価
値
観
に
も
変
化
が

見
ら
れ
、「
物
の
豊
か
さ
」
よ
り
「
心
の
豊
か
さ
」

を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
観
に
お
け
る
自
己
実
現
や
生
活
の
質
の
向

上
を
求
め
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
う
し
た
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
生
き
方
を
受
け
入

れ
、
認
め
合
う
と
と
も
に
、
お
互
い
を
支
え
合

う
社
会
を
実
現
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
※
）
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を

促
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

1 
計
画
策
定
の
趣
旨

08Chigasaki City

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
章
　
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
の
概
要

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て



※
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：

科
学
的
知
識
を
特
定
の
分
野

に
活
用
し
て
生
活
に
役
立
た

せ
る
も
の
。
実
際
的
目
的
の

た
め
に
科
学
的
知
識
を
工
学

的
に
応
用
す
る
方
法
論
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
自
然
や
知
恵
、
伝
統
、
歴
史
・
文
化
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
（
※
）
の
活
用
や
、
専
門
的
な
知
識
・

技
術
を
持
つ
多
様
な
主
体
が
、
適
切
な
役
割
分

担
と
相
互
の
連
携
・
協
力
の
下
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
が
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
た
め
、
茅
ヶ
崎
市
に
関
わ
る
全
て

の
人
が
ま
ち
の
長
期
的
な
展
望
を
共
有
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
を
認
め
る
人
権
尊
重

の
考
え
方
に
立
ち
、
連
携
・
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
茅
ヶ

崎
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

第1編  > 第1章 茅ヶ崎市総合計画の概要　1 計画策定の趣旨

茅ヶ崎市総合計画　
（昭和44 （1969）年度～昭和52 （1977）年度）

　　　　健康で文化的な住宅・産業都市

茅ヶ崎市総合計画　
（昭和53 （1978）年度～平成2 （1990）年度）　

　　　　豊かな自然と人間環境を
　　　　創造する市民のまち 茅ヶ崎

茅ヶ崎市新総合計画　
（平成3 （1991）年度～平成22 （2010）年度）　

　　　　自然と人がふれあう心豊かな
　　　　快適都市 茅ヶ崎

茅ヶ崎市総合計画　
（平成23 （2011）年度～令和2 （2020）年度）　

　　　　海と太陽とみどりの中でひとが
　　　　輝きまちが輝く 湘南・茅ヶ崎

第1次

第3次

第4次

第2次

都市像

都市像

都市像

都市像

茅ヶ崎市総合計画の変遷
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茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
は
、
市
の
目
指
す
姿

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
計
画
的
に
実

現
す
る
た
め
、
政
策
の
基
本
的
な
方
向
を
総

合
的
か
つ
体
系
的
に
定
め
た
も
の
で
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
策
定

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
の
法
改
正
で
策
定

の
義
務
が
撤
廃
さ
れ
、
策
定
の
判
断
は
各
市

町
村
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
地
域
の
状
況
を
分
析
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
将
来

の
目
標
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

た
地
域
の
あ
り
方
を
展
望
し
、
市
の
政
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
茅
ヶ
崎
市
自
治
基
本
条
例
第
18
条
第
1

項
で
、
総
合
計
画
の
策
定
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

2 

計
画
の
位
置
付
け

○茅ヶ崎市自治基本条例（抜粋）
　（総合計画等）
第�１８条　市は、市の目指す将来の姿を明らかにし、これを計画的に実現するため、この条
例の趣旨にのっとり、政策の基本的な方向を総合的かつ体系的に定める計画（以下「総合
計画」という。）を定めなければならない。
２�　総合計画は、次条第３項に規定する財政の見通しと整合を図って策定され、又は改定さ
れなければならない。
３�　行政の各分野における政策を体系的に定める計画は、総合計画と整合を図って策定さ
れ、又は改定されなければならない。
４�　市長は、総合計画の策定又は改定に着手するときは、その趣旨を公表しなければならな
い。
５　市長は、総合計画の進行を管理し、その進行状況を公表しなければならない。
６�　政策は、法令の規定によるもの、緊急を要するもの又は著しい社会情勢の変化によるも
のを除き、総合計画に根拠を有するものでなければならない。
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第1編  > 第1章 茅ヶ崎市総合計画の概要　2 計画の位置付け　　　　　　　　

　茅ヶ崎市では、平成 22（2010）年に、市民主体による自治を推進するための基本的なルールである
「茅ヶ崎市自治基本条例」を施行しました。この条例における「自治」とは、自分たちのまちのことは、
自分たちで決めていくことを指しています。
　条例では、茅ヶ崎市における自治を推進することを目的として、市民・議会・行政が協力してまち
づくりを行うための基本的な考え方やルールを定めています。

自治の基本理念（条例第４条）
　茅ヶ崎市の自治は、基本的人権の尊重の下、次の事項を基本理念として推進されなければならない。
１　主権を有する市民の意思と責任に基づき推進されること。
２　自治を推進するための活動に市民が等しく参加できることを旨として推進されること。
３　市民相互又は市民及び市の連携又は協力により推進されること。

市政運営の基本原則（条例第１２条）
　市政は、自治の基本理念にのっとり、次の事項を基本原則として運営されなければならない。
１　市政説明の原則…市民への説明の下に運営されること。
２　�情報共有の原則…市民及び市が市政に関する情報を相互に共有することにより運営されること。
３　市政参加の原則…市民の参加の下に運営されること。

コラム column

自治基本条例って何？
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◎総合計画と実施計画

総
合
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
着
実
な
推
進
に
向
け
た
方
策
の

方
向
性
と
具
体
的
な
手
段
を
定
め
た
実
施
計
画
を
策
定
し
、
将
来
の
都

市
像
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●総合計画

●実施計画

　総合計画に定めた将来の都市像を実現するための 5 年間の実行計画で
あり、短・中期的な方策の方向性である「施策目標」と、実現の具体的な
手段である「事業」を定めます。
　また、実施計画は、社会情勢の変化等に柔軟に対応できる計画とすると
ともに、計画期間中に特に重点的かつ分野横断的に取り組むべきテーマを

「重点戦略」として位置付け、メリハリのある計画推進に取り組みます。 

　令和 3（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間の計画で、
市の目指す姿である「将来の都市像」と都市像を計画的に実現するため
の政策の基本的な方向となる「政策目標」を総合的かつ体系的に定めます。
　あわせて、行政運営に当たっての行動指針となる「行政運営の基本姿勢」
を定めます。

総合計画

実施計画

3 

計
画
推
進
に
向
け
て

※前期実施計画は令和 3（2021）年度から令和 7（2025）年度までを計画期間として策定する予定としていまし
たが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、策定を 2 年間延期し、令和 5（2023）年度から令和 7（2025）
年度までを計画期間とすることを予定しています。

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

総合計画（10年）

前期実施計画※（3年）

後期実施計画（5年）
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第1編  > 第1章 茅ヶ崎市総合計画の概要　3 計画推進に向けて　　　　　

※
P
D
C
A

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル：

計
画
策
定
か
ら
改
善
ま
で

の
工
程
（P

lan

（
計
画
）

-D
o

（
実
行
）-C

heck

（
評

価
）-A

ction

（
改
善
））

を
繰
り
返
し
、
継
続
的
な

改
善
を
推
進
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
の
こ
と
。

◎計画の進行管理の基本的な考え方

総合計画
　計画の実効性を高めるため、社会情勢や市民ニーズなどの変化を的確に捉
えるとともに、実施計画の進捗状況を踏まえた評価を実施し、必要に応じて
柔軟に見直しを実施します。

実施計画

　毎年度、計画の進捗状況を確認するための評価を実施し、評価結果を予算
編成等へ活用するとともに、将来の都市像の実現に向けた政策の推進のため
の最適な手段を検討し、取り組みの実行性を高めます。
　また、社会情勢の変化等に応じた柔軟な見直しを実施します。

　

総
合
計
画
と
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
に
は
、
計
画
の
進
行
管
理
と
評
価
の
仕

組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
、
茅
ヶ
崎
市
自
治
基
本
条
例
第
20
条
第
1
項

で
行
政
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
計
画
で
は
P
D
C
A
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル（
※
）に
よ
る
計
画
の
進
行
管
理
を
し
ま
す
。

PL
AN

CHE

CK

DO

A
CTION

計画 実行

改善 評価

○茅ヶ崎市自治基本条例（抜粋）
　（行政評価）
第�２０条　市長等は、効果的かつ効率的な行政運営を推進するため、政策について評価を実
施しなければならない。

２　市長等は、前項の評価の結果を政策に反映させるものとする。
３�　市長等は、評価しようとする政策の特性に応じて、市民及び学識経験を有する者による
評価の仕組みを整備しなければならない。

４　市長は、第１項の評価の結果を公表しなければならない。
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※
特
例
市
：

人
口 

20 

万
以
上
で
、
政
令

に
よ
り
指
定
を
受
け
た
市
の

こ
と
。
平
成
27
（
2
0
1
5
）

年
4
月
1
日
を
も
っ
て
、
特

例
市
制
度
は
廃
止
と
な
っ

た
。

※
保
健
所
政
令
市
：

地
域
保
健
法
第
5
条
の
規

定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
政

令
指
定
都
市
、
中
核
市
、

特
別
区
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
市
の
こ
と
。

第 
2 
章  

計
画
の
背
景

CHIGASAKI

　

東
側
は
藤
沢
市
に
、
西
側
は
平
塚
市
、
北
西

側
は
寒
川
町
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
側
は
相
模
湾
に
面
し
て
、
約
6
㎞
に
及

ぶ
海
岸
を
有
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
、
北
部
に

丘
陵
地
、
南
部
に
平
地
が
広
が
り
、
市
の
西
側

を
流
れ
る
相
模
川
の
ほ
か
、
小
出
川
、
千
ノ
川
、

駒
寄
川
の
三
つ
の
河
川
が
市
内
を
流
れ
て
い

ま
す
。

位
置
・
地
勢

　

四
季
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
別

荘
地
、
保
養
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
住
み
良
い
条
件
の
中
で
、
東
京
・

横
浜
方
面
へ
の
交
通
の
利
便
性
を
背
景
と
し
て

都
市
化
が
進
み
ま
し
た
。

　

昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
に
市
制
を
施
行
し
た

後
、
平
成
元
（
1
9
8
9
）
年
に
は
人
口
20
万

人
を
超
え
、
平
成
15
（
2
0
0
3
）
年
に
は
特

例
市
（
※
）
に
移
行
、
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
に

は
保
健
所
政
令
市
（
※
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

沿
　
革

1 
茅
ヶ
崎
市
の
姿

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
2
章
　
計
画
の
背
景

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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※
昼
夜
間
人
口
比
率
：

夜
間
人
口
に
対
す
る
昼
間
人

口
の
割
合
（
昼
夜
間
人
口
比

率
＝
昼
間
人
口
÷
夜
間
人
口

×
1
0
0
）
の
こ
と
。

第1編  > 第2章 計画の背景　1 茅ヶ崎市の姿　2 茅ヶ崎市の特徴

　

海
、
丘
陵
、
川
等
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
が

あ
り
、
え
ぼ
し
岩
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

長
く
市
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
豊

か
な
自
然
と
人
々
の
営
み
が
調
和
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
自
然
環
境
が
人
を
呼
び
、

人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
が
形
成
さ
れ
、
茅
ヶ
崎
独
自
の
魅
力
が
創

ら
れ
て
い
ま
す
。 自

然
豊
か
な
ま
ち

　

東
側
は
藤
沢
市
に
、
西
側
は
平
塚
市
、
北
西

側
は
寒
川
町
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
側
は
相
模
湾
に
面
し
て
、
約
6
㎞
に
及

ぶ
海
岸
を
有
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
、
北
部
に

丘
陵
地
、
南
部
に
平
地
が
広
が
り
、
市
の
西
側

を
流
れ
る
相
模
川
の
ほ
か
、
小
出
川
、
千
ノ
川
、

駒
寄
川
の
三
つ
の
河
川
が
市
内
を
流
れ
て
い

ま
す
。

　

市
域
は
東
西
6
・
9
㎞
、
南
北
7
・
6
㎞
、

面
積
は
35
・
76
㎢
で
隣
接
す
る
市
町
に
比
べ
て

人
口
密
度
が
高
く
、
駅
周
辺
に
都
市
機
能
が
集

約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

　

昼
夜
間
人
口
比
率
（
※
）
は
近
隣
市
町
と
比
較

す
る
と
低
い
水
準
（
79
・
2
％
：
平
成
27
年
国

勢
調
査
）
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
都
市
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
と
と
も
に
、
地
域
内
産
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
た
、
多
世
代
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
く
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
「
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
」
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

魅
力
的
な
住
宅
都
市

　

ま
た
、
市
街
地
の
地
形
は
平
た
ん
で
あ
り
、

徒
歩
や
自
転
車
で
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
人
と
ま
ち
の
距
離
が

ち
ょ
う
ど
よ
い
。」こ
と
が「
茅
ヶ
崎
ら
し
さ（
価

値
や
魅
力
）」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

2 

茅
ヶ
崎
市
の
特
徴
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出典 / 茅ヶ崎市の人口について（平成 29（2017）年 2 月）

平成22（2010）年をピークに減少に転じて
おり、今後も減少傾向が継続することが見込
まれます。令和 22（2040）年には、平成
27（2015）年と比較して約8千人減少し、
全体の約11%となることが見込まれます。

0-14 歳

平成12（2000）年をピークに減少に転じて
おり、令和12（2030）年から減少幅が大き
くなると見込まれます。令和22（2040）年
には、平成27（2015）年と比較して約2万
4千人減少し、全体の約54%となることが見
込まれます。

15-64 歳

今後も増加の一途をたどることが見込まれ、
令和 22（2040）年には、平成 27（2015）
年と比較して約1万7千人増加し、全体の約
20%となることが見込まれます。

75 歳以上

平成27（2015）年以降、団塊の世代が75
歳以上となる令和7（2025）年までは減少す
ることが見込まれています。その後再び増加
に転じ、令和22（2040）年には、平成 27
（2015）年と比較して約5千人増加し、全体
の約16%となることが見込まれます。

65-74 歳

茅
ヶ
崎
市
の
人
口
は
、
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
に
約
24
万
1
千
人
に
達
し
、
こ
れ

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
ず
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

3 
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第1編  > 第2章 計画の背景　3 人口動態

205,000

210,000

215,000

220,000

225,000

230,000

235,000

240,000

245,000
（人）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

令和22年
（2040）

（％）

平成7年
（1995）

平成17年
（2005）

平成12年
（2000）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

令和22年
（2040）

実績値 推計値（人）

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上

実績値 推計値

212,874212,874

220,809220,809

228,420228,420

235,081235,081

240,690240,690
239,565239,565

236,796236,796

232,901232,901

228,913228,913

239,348239,348
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13.4
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16.3

4.7 5.7 7.4 9.3 11.6 14.1 16.9 17.8 18.1 19.5

出典 / 茅ヶ崎市の人口について（平成 29（2017）年 2 月）
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平成27年
（2015）

令和2年
（2020）
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（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

令和22年
（2040）

実績値 推計値（人）

0～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳以上

実績値 推計値

212,874212,874

220,809220,809

228,420228,420

235,081235,081
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4.7 5.7 7.4 9.3 11.6 14.1 16.9 17.8 18.1 19.5
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（人）（人）

（人）（人）

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

5,7825,782
5,6295,629
5,6145,614

5,7665,766
7,6697,669

9,2919,291
10,26510,265

8,7368,736
7,2787,278

6,2546,254
5,7095,709
5,6515,651
5,4055,405

5,5905,590
5,8355,835

4,9534,953
4,4434,443

4,0654,065

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,8387,838
10,71310,713

6,6216,621
6,2446,244

7,4987,498
9,1949,194

10,50710,507
8,8838,883

7,6617,661
6,2086,208

5,9465,946
5,8655,865

5,6645,664
5,7865,786

5,4865,486
4,7104,710

4,1804,180
3,8573,857

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,2467,246
4,3984,398

6,6226,622
8,4678,467

9,7459,745
8,4458,445

7,1107,110
6,2366,236

5,8735,873
6,1736,173
6,0856,085

5,5485,548
5,3255,325

4,8974,897
4,6404,640
4,4034,403
4,2074,207

3,9033,903

5,5855,585
13,66813,668

7,0307,030
8,8068,806

10,18110,181
8,7378,737

7,6167,616
6,3216,321
6,2046,204
6,4356,435
6,5786,578

6,0526,052
5,2335,233

4,8144,814
4,4824,482

4,1884,188
3,9583,958

3,7023,702

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000（人） （人）

2,3782,378
3,5303,530

5,5505,550
6,8946,894

8,1388,138
6,8686,868

6,5266,526
8,2718,271

9,7339,733
10,48710,487

8,5738,573
6,6356,635

5,4305,430
5,3915,391

5,8735,873
5,8115,811
5,5205,520
5,2865,286

4,8274,827
5,0325,032

6,3366,336
7,9287,928

9,1639,163
7,2737,273

6,6426,642
7,8017,801

9,3929,392
10,38010,380

8,5408,540
6,8496,849

5,2295,229
5,2995,299

5,6815,681
5,7355,735

5,4685,468
4,8794,879

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

3,3843,384
4,4474,447

6,1896,189
7,5917,591

6,5976,597
6,3816,381

8,1218,121
9,6449,644

10,52910,529
8,7708,770

7,0807,080
5,7275,727

5,0725,072
5,6955,695

5,9235,923
5,6545,654
5,5895,589

4,5734,573

5,7745,774
6,6336,633

7,5357,535
8,8988,898

7,1157,115
6,5456,545

7,7597,759
9,3659,365

10,58210,582
8,7318,731

7,3477,347
5,6595,659

5,1205,120
5,6075,607

5,9385,938
5,6615,661

5,1175,117
4,3384,338

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000
（人）（人）

※
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
：

国
や
地
域
等
の
人
口
を
男

女
別
・
年
齢
別
に
表
し
た

グ
ラ
フ
の
こ
と
。

　

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
※
）
の
形
状
を
見
る
と
、

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
全
国
と
同
様
に
、
少
子
化
・

高
齢
化
が
進
ん
だ
社
会
に
見
ら
れ
る
「
つ
ぼ

型
」
と
呼
ば
れ
る
形
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
の
茅
ヶ
崎
市
の

人
口
構
成
は
、「
40
－
44
歳
」に
隆
起
が
見
ら
れ
、

そ
の
数
は
約
2
万
人
で
、「
0
－
4
歳
」
と
比

較
す
る
と
約
2
倍
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
隆
起
は
、
昭
和
46
（
1
9
7
1
）
年
か

ら
昭
和
49
（
1
9
7
4
）
年
ま
で
の
第
2
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
で
あ
り
、
こ
の
年
齢
層
に
合

わ
せ
て
人
口
の
重
み
は
徐
々
に
上
に
移
動
し
、

令
和
22
（
2
0
4
0
）
年
に
は
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
が
65
歳
を
超
え
、
高
齢
者
人
口
が
大
き

な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

少
子
化
の
影
響
で
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
下
に

行
く
ほ
ど
細
く
な
り
、
全
体
的
に
逆
三
角
に

近
い
形
状
と
な
り
ま
す
。

茅ヶ崎市の人口構成
●平成27（2015）年
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第1編  > 第2章 計画の背景　3 人口動態

（人）（人）

（人）（人）

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

5,7825,782
5,6295,629
5,6145,614

5,7665,766
7,6697,669

9,2919,291
10,26510,265

8,7368,736
7,2787,278

6,2546,254
5,7095,709
5,6515,651
5,4055,405

5,5905,590
5,8355,835

4,9534,953
4,4434,443

4,0654,065

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,8387,838
10,71310,713

6,6216,621
6,2446,244

7,4987,498
9,1949,194

10,50710,507
8,8838,883

7,6617,661
6,2086,208

5,9465,946
5,8655,865

5,6645,664
5,7865,786

5,4865,486
4,7104,710

4,1804,180
3,8573,857

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,2467,246
4,3984,398

6,6226,622
8,4678,467

9,7459,745
8,4458,445

7,1107,110
6,2366,236

5,8735,873
6,1736,173
6,0856,085

5,5485,548
5,3255,325

4,8974,897
4,6404,640
4,4034,403
4,2074,207

3,9033,903

5,5855,585
13,66813,668

7,0307,030
8,8068,806

10,18110,181
8,7378,737

7,6167,616
6,3216,321
6,2046,204
6,4356,435
6,5786,578

6,0526,052
5,2335,233

4,8144,814
4,4824,482

4,1884,188
3,9583,958

3,7023,702

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000（人） （人）

2,3782,378
3,5303,530

5,5505,550
6,8946,894

8,1388,138
6,8686,868

6,5266,526
8,2718,271

9,7339,733
10,48710,487

8,5738,573
6,6356,635

5,4305,430
5,3915,391

5,8735,873
5,8115,811
5,5205,520
5,2865,286

4,8274,827
5,0325,032

6,3366,336
7,9287,928

9,1639,163
7,2737,273

6,6426,642
7,8017,801

9,3929,392
10,38010,380

8,5408,540
6,8496,849

5,2295,229
5,2995,299

5,6815,681
5,7355,735

5,4685,468
4,8794,879

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

3,3843,384
4,4474,447

6,1896,189
7,5917,591

6,5976,597
6,3816,381

8,1218,121
9,6449,644

10,52910,529
8,7708,770

7,0807,080
5,7275,727

5,0725,072
5,6955,695

5,9235,923
5,6545,654
5,5895,589

4,5734,573

5,7745,774
6,6336,633

7,5357,535
8,8988,898

7,1157,115
6,5456,545

7,7597,759
9,3659,365

10,58210,582
8,7318,731

7,3477,347
5,6595,659

5,1205,120
5,6075,607

5,9385,938
5,6615,661

5,1175,117
4,3384,338

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000
（人）（人）

（人）（人）

（人）（人）

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

5,7825,782
5,6295,629
5,6145,614

5,7665,766
7,6697,669

9,2919,291
10,26510,265

8,7368,736
7,2787,278

6,2546,254
5,7095,709
5,6515,651
5,4055,405

5,5905,590
5,8355,835

4,9534,953
4,4434,443

4,0654,065

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,8387,838
10,71310,713

6,6216,621
6,2446,244

7,4987,498
9,1949,194

10,50710,507
8,8838,883

7,6617,661
6,2086,208

5,9465,946
5,8655,865

5,6645,664
5,7865,786

5,4865,486
4,7104,710

4,1804,180
3,8573,857

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,2467,246
4,3984,398

6,6226,622
8,4678,467

9,7459,745
8,4458,445

7,1107,110
6,2366,236

5,8735,873
6,1736,173
6,0856,085

5,5485,548
5,3255,325

4,8974,897
4,6404,640
4,4034,403
4,2074,207

3,9033,903

5,5855,585
13,66813,668

7,0307,030
8,8068,806

10,18110,181
8,7378,737

7,6167,616
6,3216,321
6,2046,204
6,4356,435
6,5786,578

6,0526,052
5,2335,233

4,8144,814
4,4824,482

4,1884,188
3,9583,958

3,7023,702

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000（人） （人）

2,3782,378
3,5303,530

5,5505,550
6,8946,894

8,1388,138
6,8686,868

6,5266,526
8,2718,271

9,7339,733
10,48710,487

8,5738,573
6,6356,635

5,4305,430
5,3915,391

5,8735,873
5,8115,811
5,5205,520
5,2865,286

4,8274,827
5,0325,032

6,3366,336
7,9287,928

9,1639,163
7,2737,273

6,6426,642
7,8017,801

9,3929,392
10,38010,380

8,5408,540
6,8496,849

5,2295,229
5,2995,299

5,6815,681
5,7355,735

5,4685,468
4,8794,879

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

3,3843,384
4,4474,447

6,1896,189
7,5917,591

6,5976,597
6,3816,381

8,1218,121
9,6449,644

10,52910,529
8,7708,770

7,0807,080
5,7275,727

5,0725,072
5,6955,695

5,9235,923
5,6545,654
5,5895,589

4,5734,573

5,7745,774
6,6336,633

7,5357,535
8,8988,898

7,1157,115
6,5456,545

7,7597,759
9,3659,365

10,58210,582
8,7318,731

7,3477,347
5,6595,659

5,1205,120
5,6075,607

5,9385,938
5,6615,661

5,1175,117
4,3384,338

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000
（人）（人）

●令和2（2020）年

●令和12（2030）年

●令和22（2040）年
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（人）（人）

（人）（人）

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

男 性 女 性

5,7825,782
5,6295,629
5,6145,614

5,7665,766
7,6697,669

9,2919,291
10,26510,265

8,7368,736
7,2787,278

6,2546,254
5,7095,709
5,6515,651
5,4055,405

5,5905,590
5,8355,835

4,9534,953
4,4434,443

4,0654,065

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,8387,838
10,71310,713

6,6216,621
6,2446,244

7,4987,498
9,1949,194

10,50710,507
8,8838,883

7,6617,661
6,2086,208

5,9465,946
5,8655,865

5,6645,664
5,7865,786

5,4865,486
4,7104,710

4,1804,180
3,8573,857

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000

7,2467,246
4,3984,398

6,6226,622
8,4678,467

9,7459,745
8,4458,445

7,1107,110
6,2366,236

5,8735,873
6,1736,173
6,0856,085

5,5485,548
5,3255,325

4,8974,897
4,6404,640
4,4034,403
4,2074,207

3,9033,903

5,5855,585
13,66813,668

7,0307,030
8,8068,806

10,18110,181
8,7378,737

7,6167,616
6,3216,321
6,2046,204
6,4356,435
6,5786,578

6,0526,052
5,2335,233

4,8144,814
4,4824,482

4,1884,188
3,9583,958

3,7023,702

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000（人） （人）

2,3782,378
3,5303,530

5,5505,550
6,8946,894

8,1388,138
6,8686,868

6,5266,526
8,2718,271

9,7339,733
10,48710,487

8,5738,573
6,6356,635

5,4305,430
5,3915,391

5,8735,873
5,8115,811
5,5205,520
5,2865,286

4,8274,827
5,0325,032

6,3366,336
7,9287,928

9,1639,163
7,2737,273

6,6426,642
7,8017,801

9,3929,392
10,38010,380

8,5408,540
6,8496,849

5,2295,229
5,2995,299

5,6815,681
5,7355,735

5,4685,468
4,8794,879

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

3,3843,384
4,4474,447

6,1896,189
7,5917,591

6,5976,597
6,3816,381

8,1218,121
9,6449,644

10,52910,529
8,7708,770

7,0807,080
5,7275,727

5,0725,072
5,6955,695

5,9235,923
5,6545,654
5,5895,589

4,5734,573

5,7745,774
6,6336,633

7,5357,535
8,8988,898

7,1157,115
6,5456,545

7,7597,759
9,3659,365

10,58210,582
8,7318,731

7,3477,347
5,6595,659

5,1205,120
5,6075,607

5,9385,938
5,6615,661

5,1175,117
4,3384,338

85歳以上
80-84歳
75-79歳
70-74歳
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
10-14歳
5-9歳
0-4歳

1,000 3,000 5,000 7,000 9,000 11,000 13,0001,0003,0005,0007,0009,00011,00013,000
（人）（人）
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※
一
般
会
計
：

主
に
市
税
を
財
源
と
し
て
、

自
治
体
が
す
べ
き
基
本
的
な

事
業
を
経
理
す
る
会
計
の
こ

と
。
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、

特
定
の
財
源
で
事
業
を
行
う

特
別
会
計
が
あ
り
、
茅
ヶ
崎

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

介
護
保
険
事
業
、
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
、
病
院
事
業
を
設
置
。

※
扶
助
費
：

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基

づ
き
、
生
活
維
持
の
た
め

に
支
出
さ
れ
る
福
祉
的
な

経
費
の
こ
と
。

※
公
債
費
：

市
債
の
元
金
と
利
子
を
返
済

す
る
た
め
の
経
費
の
こ
と
。

茅
ヶ
崎
市
の
財
政
は
、
10

年
間
と
い
う
計
画
期
間

で
、
今
後
の
経
済
動
向
や
国
に

お
け
る
地
方
財
政
計
画
、
さ
ら

に
は
経
済
対
策
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
り
多
大
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
計
画
期
間
に
お
け

る
財
政
の
見
通
し
を
示
す
に
当

た
っ
て
は
、
市
財
政
の
中
心
で

あ
る
一
般
会
計
（
※
）
を
対
象
と
し

て
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税

と
、
歳
出
の
う
ち
、
義
務
的
経

費
で
あ
る
人
件
費
・
扶
助
費
（
※
）・

公
債
費
（
※
）
に
つ
い
て
、
一
定
の

前
提
条
件
の
下
で
試
算
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
財
政
の
将
来
見
通
し

は
、
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年

3
月
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
は

未
反
映
で
す
。
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
経
済
社
会
の
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、

一
定
の
前
提
条
件
を
下
に
財
政

見
通
し
を
再
推
計
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

の
実
施
計
画
策
定
時
に
行
う
財

政
推
計
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

4  

財
政
の
将
来
見
通
し
と
財
政
方
針

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
2
章
　
計
画
の
背
景

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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第1編  > 第2章 計画の背景　4 財政の将来見通しと財政方針

（単位：億円）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

市税 356.5 359.4 360.7 356.5 357.7 358.0 352.7 352.8 352.9 347.3

市民税
（個人） 163.2 165.3 166.2 167.2 167.7 167.9 168.3 168.4 168.4 168.3

市民税
（法人） 10.7 10.8 10.9 11.0 11.1 11.2 11.3 11.3 11.4 11.5

固定
資産税 135.9 136.5 137.2 133.1 133.7 133.9 129.3 129.4 129.6 125.1

都市
計画税 33.5 33.5 33.5 32.5 32.5 32.4 31.3 31.2 31.1 30.0

その他 13.2 13.3 12.9 12.7 12.7 12.6 12.5 12.5 12.4 12.4

（1） 歳入の見通し
●年度別歳入見込み（一般会計）：市税

・市民税について、名目経済成長率（「中長期の経済財政に関する
試算 _ 内閣府作成・令和 2（2020）年 1月17日経済財政諮問会
議提出」）のベースラインケースにより推計するとともに、他の税
目を含め、令和元（2019）年 11月時点までの税制改正の内容お
よび近年の徴収率の状況を見込み、推計しました。
・新型コロナウイルスの感染拡大による経済活動の停滞に伴う市税
の下振れリスクについては未反映です。

前提条件
　

市
税
は
、
本
計
画
期
間
の
10

年
間
で
大
幅
な
増
減
は
な
く
、

お
お
む
ね
横
ば
い
傾
向
が
続
く

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
は
逆
に
、
市
税
の
大

幅
な
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
も
い
え
ま
す
。
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令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

（単位：億円）

その他市民税（個人） 市民税（法人） 固定資産税 都市計画税
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（単位：億円）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

人件費 153.5 158.9 154.3 153.9 158.9 155.8 157.7 156.2 156.8 154.0

（職員
給与費） 136.4 141.8 137.2 136.8 141.8 138.7 140.6 139.1 139.7 136.9

【参考：
職員数】【1,620人】【1,628人】【1,610人】【1,605人】【1,604人】【1,589人】【1,589人】【1,589人】【1,589人】【1,589人】

（その他）✽ 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1 17.1

（2） 歳出の見通し

義務的経費 _ 人件費
●年度別歳出見込み（一般会計）：義務的経費_人件費

　

人
件
費
は
、
本
計
画
期
間
の
10
年
間
で
、

顕
著
な
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
前
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
23

（
2
0
1
1
）
年
度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

保
健
所
政
令
市
へ
の
移
行
や
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
ニ
ー
ズ
へ
き
め
細
か
に
対
応
し
た
こ
と

に
伴
う
職
員
数
の
増
等
に
よ
り
人
件
費
総

額
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

は
人
件
費
総
額
の
抑
制
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・令和元（2019）年度当初予算額をベースに、
「次期基本構想を見据えた定数管理の考え方
（平成 29（2017）年 4月策定）」に基づき算
出しました。

前提条件

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

（単位：億円）

職員給与費 その他
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扶
助
費（
※
）
は
、
前
総
合
計
画
の
計
画
初

年
度
で
あ
る
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
度
の

約
1
4
9
億
円
か
ら
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
に
は
約
1
9
4
億
円
と
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
増
加
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
本
計
画
期
間
の
10
年
間
も

引
き
続
き
増
加
傾
向
が
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

義務的経費 _ 扶助費
●年度別歳出見込み（一般会計）：義務的経費_扶助費

（単位：億円）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

扶助費 193.0 197.0 200.9 204.9 207.0 208.9 210.4 211.9 213.4 214.9

・令和元（2019）年度当初予算額をベース
に、過去の事業費の伸び率や人口推計
による対象者の増等を見込み、算出しま
した。
・改正が明らかな場合を除き、現時点の法・
制度による算出を行いました。

第1編  > 第2章 計画の背景　4 財政の将来見通しと財政方針

前提条件

令和3年度
（2021）

令和5年度
（2023）

令和4年度
（2022）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

180
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205

210

215

220
（単位：億円）

※
扶
助
費
：

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基

づ
き
、
生
活
維
持
の
た
め

に
支
出
さ
れ
る
福
祉
的
な

経
費
の
こ
と
。
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※
公
債
費
：

市
債
の
元
金
と
利
子
を
返
済

す
る
た
め
の
経
費
の
こ
と
。

※
臨
時
財
政
対
策
債
：

国
税
収
入
の
不
足
に
よ
り
、

国
が
地
方
交
付
税
と
し
て

交
付
で
き
な
い
分
を
各
地

方
公
共
団
体
が
特
別
に
借

り
入
れ
る
資
金
の
こ
と
。
臨

時
財
政
対
策
債
の
元
金
と

利
子
の
返
済
額
は
、
後
年

度
に
地
方
交
付
税
と
し
て

交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

公
債
費（
※
）
は
、
近
年
進
め
て
き
た
耐

震
性
に
課
題
の
あ
る
公
共
施
設
の
再
整

備
と
い
っ
た
大
型
事
業
の
実
施
の
影
響

や
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
）
の
残
高
増
の

影
響
等
に
よ
り
、
本
計
画
期
間
の
10
年
間

で
は
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
前

総
合
計
画
の
計
画
初
年
度
で
あ
る
平
成
23

（
2
0
1
1
）
年
度
の
約
45
・
1
億
円
か
ら
、

ピ
ー
ク
と
な
る
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
度

は
、
約
15
・
5
億
円
増
の
約
60
・
6
億
円

と
な
り
、
市
財
政
へ
の
影
響
が
大
き
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

義務的経費 _ 公債費
●年度別歳出見込み（一般会計）：義務的経費_公債費

（単位：億円）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

公債費 54.7 59.8 60.3 60.6 59.8 58.8 59.2 59.3 58.3 56.4

（事業債） 28.8 32.9 34.1 34.2 33.6 32.5 31.7 31.0 29.5 28.2

（臨時財政
対策債） 25.8 26.8 26.1 26.3 26.1 26.2 27.4 28.2 28.7 28.1

（一時借
入利子） 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

（単位：億円）

事業債 臨時財政対策債 一時借入利子
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第1編  > 第2章 計画の背景　4 財政の将来見通しと財政方針

※
事
業
債
：

学
校
建
設
や
道
路
整
備
の

よ
う
に
臨
時
的
に
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
と
き

に
、
地
方
公
共
団
体
が
国

や
銀
行
等
か
ら
借
り
入
れ

る
資
金
の
こ
と
。

　

市
債
年
度
末
現
在
高
を
構
成
す
る
事

業
債
（
※
）
と
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
）
の

残
高
は
、
い
ず
れ
も
減
少
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●市債年度末現在高見込み（一般会計）

（単位：億円）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

市債年度
末現在高 646.6 617.9 589.0 560.1 532.1 505.2 478.1 450.9 424.9 400.7

（事業債） 301.2 276.9 251.2 225.4 199.9 175.3 151.4 128.1 106.1 85.1

（臨時財政
対策債） 345.4 341.0 337.8 334.7 332.2 329.9 326.7 322.8 318.8 315.6

公
債
費（
※
）
と
市
債
年
度

末
現
在
高
の
推
計
に
当

た
っ
て
は
、
本
計
画
期
間

の
10
年
間
の
事
業
債
発

行
額
を
5
億
円
と
見
込
ん

で
推
計
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
計
画
期
間
で
実

施
す
る
政
策
的
な
大
型
事

業
の
選
定
が
現
時
点
で
は

未
確
定
の
た
め
、
政
策
的

な
大
型
事
業
の
動
向
に
か

か
わ
ら
ず
、
経
年
的
に
発

行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
最
低
限
度
の
事
業
債
の

額
と
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
実
施
計
画
の
策
定
過
程

で
大
型
事
業
が
採
択
さ

れ
、
事
業
債
発
行
額
が
増

加
す
る
場
合
は
、
公
債
費

と
市
債
年
度
末
現
在
高
の

推
計
値
は
変
動
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
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（単位：億円）

臨時財政対策債事業債

・�平成 30（2018）年度以前分は、平成 28（2016）年度から平成 30（2018）年度まで
の決算額を反映しました。
・�令和元（2019）年度の市債発行額は、9月末までに予算計上された額とし、令和 2（2020）
年度の市債発行額は、茅ヶ崎市総合計画第 4 次実施計画（平成 30（2018）年 3月策
定）における見込額としました。
・�令和 3（2021）年度以降の市債発行額は、事業債発行額 5 億円、臨時財政対策債
発行額 20 億円とし、算出しました。

前提条件
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※
扶
助
費
：

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉

法
、
老
人
福
祉
法
等
に
基

づ
き
、
生
活
維
持
の
た
め

に
支
出
さ
れ
る
福
祉
的
な

経
費
の
こ
と
。

※
公
債
費
：

市
債
の
元
金
と
利
子
を
返
済

す
る
た
め
の
経
費
の
こ
と
。

※
E
B
P
M
：

Evidence Based Policy 
M

aking

の
略
。

政
策
の
企
画
立
案
に
当
た

り
、
目
的
を
明
確
化
し
、

そ
の
目
的
に
対
し
て
、
政

策
に
実
質
的
な
効
果
が
あ

る
か
ど
う
か
因
果
関
係
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

具
体
的
・
客
観
的
な
情
報

や
デ
ー
タ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

に
基
づ
き
検
証
等
を
行
う

こ
と
で
、
効
果
的
に
目
的

達
成
で
き
る
政
策
を
決
定

す
る
こ
と
。 

（3） 財政見通しの分析および今後の財政方針
　

本
計
画
期
間
で
あ
る
令
和
3
（
2
0
2
1
）

年
度
か
ら
令
和
12
（
2
0
3
0
）
年
度
ま
で
の

財
政
見
通
し
で
は
、
市
税
の
大
幅
な
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
中
で
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
扶

助
費（
※
）
等
の
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
近
年
進
め
て
き
た
大
型
事

業
の
影
響
等
に
よ
る
公
債
費（
※
）
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
人
件
費
も
高
止
ま

り
傾
向
が
続
く
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
対
し
て
特
段
の
対
策
を
講
じ
ず
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
を
継
続
す
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
の
増
に
対
し
て
市
税
の
伸

び
が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
状
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、
前
述
の
人
口

動
態
で
示
し
た
よ
う
に
、
今
後
、
年
少
人
口
、

生
産
年
齢
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
で
、
現
在
の
世
代
が
利
益
を
受
け
、
そ
の
負

担
を
過
度
に
将
来
世
代
へ
先
送
り
す
る
こ
と
は
、

将
来
世
代
1
人
当
た
り
の
負
担
が
膨
張
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　

そ
の
た
め
、
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
、
持

続
可
能
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
存
続
し
て
い
く

方
策
と
し
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
な
ど
の
証
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
（
E
B
P
M
（
※
））
の
推

進
や
民
間
活
力
の
活
用
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
解
決
す
べ
き
課
題
の
優
先
順
位
を
明
確

に
し
、
事
業
の
見
直
し
や
重
点
化
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
れ
に
伴
う
職
員
定
数
の
適
正
化
を
進

め
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
。 

　

現
在
の
世
代
が
こ
れ
ら
の
方
策
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
世
代
に
対
し
て

し
っ
か
り
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
戦
略
的
な
財
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

第
2
編
　
総
合
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料
編
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背
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第
1
編
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策
定
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当
た
っ
て
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第1編  > 第2章 計画の背景　4 財政の将来見通しと財政方針

　地方自治体は、地方税法の定めるところにより、条例で税目や税を課する対象、税率などを決めて
います。茅ヶ崎市の主な税目には、市民税、固定資産税、都市計画税などがあります。
　市民税には、個人の前年（1月 1日〜 12 月 31日）の所得に課税する個人市民税と、茅ヶ崎市内に
事務所や事業所などがある法人に課税する法人市民税があります。固定資産税は、茅ヶ崎市にある土地・
家屋・償却資産の所有者に課税する税金で、都市計画税は、市内の市街化区域内の土地・家屋を対象
として、その所有者に固定資産税と併せて課税する税金です。
　茅ヶ崎市と神奈川県内市との平成 30（2018）年度決算における税収の状況を比較すると、神奈川県
内 19 市の地方税総額に占める個人市民税の割合は 44.7%、法人市民税は 7.2%となっています。これ
に対して茅ヶ崎市は、個人市民税は45.1%と19市中 6番目に高い割合である一方で、法人市民税は5.2%
と 19 市中 4番目に低くなっています。
　このように、茅ヶ崎市の税収の特徴として、他の自治体に比べ、法人が納める税収の割合が低く、
個人が納める税収の割合が高いことが挙げられ、個人の所得状況によって、税収額が影響を受けやす
い傾向にあります。一方で、法人からの税収は、規模の大きい法人の業績に応じて大きく変動します。
過度に法人に頼ってしまう税収構造は、毎年度の税収が不安定となってしまうリスクをはらみます。
こうした点では、茅ヶ崎市は、将来に向けて税収額に変動が少なく、安定性がある税収構造であると
いえます。

●神奈川県内市の平成30（2018）年度決算における税収の状況	
（単位：百万円）

茅ヶ崎市 神奈川県内 19 市合計

地方税総額  36,926  1,799,776

市民税（構成比）  18,572 （50.3%）  935,497 （52.0%）

個人（構成比）  16,649 （45.1%）  805,198 （44.7%）

法人（構成比）  1,923 （5.2%）  130,299 （7.2%）

固定資産税（構成比）  13,713 （37.1%）  642,867 （35.7%）

出典 / 令和 2 年度市町村要覧（神奈川県）

コラム column
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● 

本
格
的
な
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
進
行

　
日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
20
（
2
0
0
8
）

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
年
齢
構

成
を
見
る
と
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に
進

ん
で
い
ま
す
。
人
口
構
造
の
変
化
は
、
財
政
圧

迫
や
地
域
経
済
の
衰
退
等
、
経
済
面
で
影
響
を

及
ぼ
す
と
と
も
に
、
貧
困
問
題
や
高
齢
者
の
孤

立
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
等
、
市
民

の
暮
ら
し
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
全
体
の

衰
退
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
不
透
明
な
経
済
見
通
し

　
長
ら
く
低
迷
が
続
い
た
日
本
経
済
は
、
近
年

は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
を
見
せ
、
企
業
収
益
や

雇
用
情
勢
も
改
善
し
て
き
ま
し
た
。
国
は
、
日

本
の
経
済
力
を
維
持
す
る
た
め
、
多
様
な
働
き

方
の
実
現
や
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
、

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
※
）
を
駆
使
し
た
社
会

課
題
の
解
決
と
高
度
な
経
済
・
豊
か
な
生
活
を

実
現
す
る
「Society5.0

（
※
）」
へ
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
る
な
ど
、
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
生
じ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
は
、
景
気
の

悪
化
や
失
業
者
の
増
加
等
を
も
た
ら
し
、
回
復

基
調
に
あ
っ
た
日
本
経
済
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
お
り
、
今
後
、
経
済
活
動
の
回
復
や
雇
用

の
維
持
に
向
け
た
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
日
本
経
済
の
生
産
性
と
成
長
率
の
伸
び
悩

み
や
地
域
経
済
の
格
差
拡
大
、
非
正
規
雇
用
の

増
加
に
よ
る
格
差
拡
大
等
の
課
題
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
社
会
保
障

費
等
の
急
激
な
増
加
が
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て

お
り
、
新
た
な
制
度
構
築
も
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
地
球
規
模
の
環
境
問
題
　
　

　
人
間
の
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加

は
地
球
温
暖
化
を
進
行
さ
せ
、特
に
近
年
で
は
、

世
界
中
で
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
異
常

気
象
等
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
主

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
化
石
燃
料
へ
の
依
存
を

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
捉
え
て
お
く
べ
き
事
項
を
次
の
と
お
り
整
理
し
ま
し
た
。

5 

社
会
潮
流

※
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：

科
学
的
知
識
を
特
定
の
分
野

に
活
用
し
て
生
活
に
役
立
た

せ
る
も
の
。
実
際
的
目
的
の

た
め
に
科
学
的
知
識
を
工
学

的
に
応
用
す
る
方
法
論
。

※Society5.0

：

国
が
提
唱
す
る
、
サ
イ
バ
ー
空

間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
（
現
実
空
間
）
を
高

度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的

課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人

間
中
心
の
社
会
の
こ
と
。

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
2
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計
画
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背
景

第
1
編
　
総
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計
画
の
策
定
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当
た
っ
て
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第1編  > 第2章 計画の背景　5 社会潮流

克
服
す
る
必
要
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

が
低
い
日
本
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
※
）

へ
の
転
換
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
・
経
済
・

社
会
の
相
互
関
係
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
へ
の
対
応

　
東
日
本
大
震
災
や
近
年
の
大
型
台
風
等
、
大

規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
日
本
国

土
が
抱
え
る
自
然
災
害
リ
ス
ク
の
高
さ
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
、
大
型
台
風
等
の
発

生
が
予
測
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
す
る

備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
多
く

の
人
の
健
康
と
命
が
奪
わ
れ
、
医
療
体
制
も

ひ
っ
迫
す
る
な
ど
、
改
め
て
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
、
日
本
全
国
で
、

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
が

急
速
に
老
朽
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
等
に
よ
り
財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
は
、
予
防
保
全
型
管
理
（
※
）
の
考

え
方
や
民
間
活
力
の
活
用
等
、
効
率
的
・
計
画

的
な
維
持
・
更
新
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

●
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

　
多
様
化

　
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、「
豊
か
さ
」
の
考

え
方
や
「
暮
ら
し
方
」、「
働
き
方
」
に
対
す
る

考
え
方
が
変
化
し
、
物
質
的
充
足
か
ら
心
の
豊

か
さ
を
求
め
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
お
り
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る

社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）（
※
）」
や
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
包
摂
）

（
※
）」
な
ど
の
言
葉
が
注
目
さ
れ
、
多
様
性
を

認
め
尊
重
し
合
う
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
機
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
拡

大
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
様
な
働
き
方
や
暮
ら

し
方
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

※ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー：

太
陽
光
や
風
力
、
水
力
等

の
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
永
続
的
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

※
予
防
保
全
型
管
理
：

道
路
や
下
水
道
等
の
イ
ン
フ

ラ
の
管
理
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
更
新
時
期
の
平
準
化
と

総
事
業
費
の
削
減
を
図
る
た

め
に
、
損
傷
や
劣
化
が
進
行

す
る
前
に
適
切
な
対
策
を
行

う
管
理
手
法
の
こ
と
。

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

  （
多
様
性
）：

人
種
、
性
別
、
年
齢
、
信
仰
、

価
値
観
等
の
多
様
性
を
受

け
入
れ
、
幅
広
く
人
材
を

活
用
し
、
最
大
限
の
能
力

を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う

考
え
方
の
こ
と
。

※
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

  （
社
会
的
包
摂
）：

全
て
の
人
々
を
孤
独
や
孤
立
、

排
除
や
摩
擦
か
ら
援
護
し
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
実

現
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
社
会

の
構
成
員
と
し
て
包
み
支
え

合
う
こ
と
。
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●
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
ひ
ず
み
の

　
顕
在
化

　
子
ど
も
の
貧
困
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
子
ど

も
・
若
者
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
長
時
間
労
働
に

よ
る
過
労
自
殺
の
多
発
等
の
大
人
社
会
を
め
ぐ

る
問
題
等
、
社
会
の
ひ
ず
み
か
ら
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
多
様
な
主
体
が

連
携
し
、
切
れ
目
な
く
隙
間
な
く
、
支
援
の
網

目
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
生
き
や
す
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
自
治
体
経
営
の
転
換

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
る

構
造
的
課
題
に
直
面
し
、
自
治
体
経
営
は
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
民
間
団
体
や
民
間
事
業

者
、
行
政
の
役
割
分
担
を
最
適
化
し
、
相
互
の

連
携
・
協
力
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
方
法
と
し
て
、
公
民
連
携
が
全
国
の
自
治
体

で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
※
）
は
、
人
の
行
動
や

需
要
、
価
値
観
さ
え
も
変
化
を
起
こ
し
、
日
本

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
革
を
自
治
体

経
営
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
情
報
基
盤
を

整
備
す
る
一
方
で
、
個
人
情
報
保
護
等
の
関
係

法
令
等
の
整
備
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、自
治
体
経
営
の
転
換
に
よ
っ
て
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

　
経
済
・
社
会
・
環
境
の
諸
課
題
は
密
接
に
関

連
し
て
お
り
、
そ
の
諸
課
題
の
解
決
の
た
め
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
の
相
互
関
係
を
踏
ま
え
た

統
合
的
な
取
り
組
み
が
重
要
と
の
考
え
方
の

下
、
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
核
と
し

て
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
S
D
G
s
で
は
、
持

続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
目
標

と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
国
や
分
野
の
枠
を
超
え
て
協
力
し
て
達
成

し
て
い
く
、
全
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て
、
経

済
・
社
会
・
環
境
の
諸
課
題
を
統
合
的
に
解
決

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：

科
学
的
知
識
を
特
定
の
分
野

に
活
用
し
て
生
活
に
役
立
た

せ
る
も
の
。
実
際
的
目
的
の

た
め
に
科
学
的
知
識
を
工
学

的
に
応
用
す
る
方
法
論
。
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第1編  > 第2章 計画の背景　5 社会潮流

あらゆる場所のあらゆる形態の
貧困を終わらせる

各国内及び各国間の不平等を是
正する

飢餓を終わらせ、食料安全保障
及び栄養改善を実現し、持続可
能な農業を促進する

包摂的で安全かつ強靱 ( レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を
促進する

持続可能な生産消費形態を確保
する

すべての人々への包摂的かつ公
正な質の高い教育を提供し、生
涯学習の機会を促進する

気候変動及びその影響を軽減する
ための緊急対策を講じる

ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児への権限付与と能
力強化（エンパワーメント）を図る

持続可能な開発のために海洋・海
洋資源を保全し、持続可能な形で
利用する

すべての人々の水と衛生の利用可
能性と持続可能な管理を確保する

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利
用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠
化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・
回復及び生物多様性の損失を阻止する

すべての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネル
ギーへのアクセスを確保する

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会
を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説
明責任のある包摂的な制度を構築する

包摂的かつ持続可能な経済成長及び
すべての人々の完全かつ生産的な雇
用と働きがいのある人間らしい雇用
( ディーセント・ワーク ) を促進する

持続可能な開発のための実施手段を
強化し、グローバル・パートナーシッ
プを活性化する

強靱（レジリエント）なインフラ構
築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進
を図る

　平成 27（2015）年 9 月、第 70 回国連総会が開催され、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
が採択されました。同アジェンダには、平成 28（2016）年から令和 12（2030）年までの間に達成すべ
き 17 の目標（ゴール）と関連する169 のターゲットが掲げられ、この目標が持続可能な開発目標（SDGs）
と呼ばれています。SDGs は平成 13（2001）年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs：Millennium　
Development　Goals）の後継として策定されたもので、MDGs が主に開発途上国における目標であったの
に対し、SDGs は先進国を含む全世界共通の目標となっています。
　SDGs は、「誰一人取り残さない」を基本理念とするとともに、持続可能な開発を目指す上で重要とされる経済、
社会、環境の各側面からの総合的な取り組みに重点が置かれており、世界的な取り組みが既にスタートしています。

持続可能な開発目標
（SDGs：Sustainable Development Goals）とは
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茅ヶ崎市の魅力
　茅ヶ崎市のどこに魅力を感じるかの調査では、  「買い物が便利」が 4 割
を超えて最も高く、次いで「自然や緑、水が豊か」、「心地よく暮らせる居
住環境がある」の順となっています。

住みやすさ
 「住みよい」と「まあ住みよい」を合わせると 9 割を超えており、多くの市
民が茅ヶ崎市は住みやすいと感じています。

出典 / 平成 29 年度茅ヶ崎市のまちづくり市民満足度調査

出典 / 平成 29 年度茅ヶ崎市のまちづくり市民満足度調査

41.2

43.4

40.1

39.2

35.3

34.0

31.3

17.7

17.4

14.6

14.0

13.4

12.3

8.9

7.6

6.0

4.7

2.7

2.0

4.1

6.1

自然や緑、水が豊か

買い物が便利

0 10 20 30 40 50

心地よく暮らせる居住環境がある

災害や犯罪が少ない

公害がなく、まちが清潔

交通の便が良い

海の幸や農産物に恵まれて食が豊か

こころの通う近所づきあいがある

生活基盤が整っている

歴史や伝統がある

老後も安心して暮らせる

子どもを育てやすい環境が整っている

福祉・ 医療施設やサービスが整っている

娯楽やレジャーを楽しむ環境が整っている

30.8

42.6

20.9

20.0

17.5

12.9

10.0

7.3

7.3

6.1

4.5

2.9

災害につよいひと・まちが育つ、安全・安心な都市

子育て・介護など、助け合いのこころが浸透し、
あたたかなふれあいのある都市

湘南らしい魅力を生かして、多くの人がにぎわう都市

自然と都市が調和した、美しく住みやすい都市

道路や公園、上下水道などの生活基盤が充実した都市

いきいきと、生きがいをもって暮らせる都市

新しい担い手や技術が育ち、
産業が持続的に発展する活力ある都市

未来の茅ヶ崎を担うたくましい人材が育つ都市

歴史や芸術、スポーツ、祭りなど、
文化が薫る交流の盛んな都市

エネルギーや資源を大切に使い、
地球にやさしく暮らせる都市

市民（企業や就業者を含む）の多彩な力がまちづくりに
生かされる協働の都市

その他

文化施設や文化的な催しが充実している

多くの観光客が楽しめる名所が多い

行政サービスが充実している

まちづくりに市民の声が生かされている

働く場が整っている

その他

特に魅力を感じない

（％）

（％）0 10 20 30 40 50

（％）

住みよい

住みよい

住みにくい

（％）

2.5 0.8

1.41.6

まあ
住みよい 住みにくいやや

住みにくい 無回答

ずっと住み
続けていたい

しばらくは住むが、
将来はわからない

市内のほかの
地区に移り住みたい

市外に移り
住みたい 無回答

56.134.3 6.2

54.5 38.0 4.6

市
民
の
声
を
反
映
し
た
計
画
と
す
る
た
め
、
茅
ヶ
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
満
足
度
調
査
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
討
議
会
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

6 

市
民
意
識

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
2
章
　
計
画
の
背
景

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

32Chigasaki City



第1編  > 第2章 計画の背景　6 市民意識

定住意向
 　「ずっと住み続けていたい」が 5 割半ばで最も高くなっています。一方、「市外
に移り住みたい」はわずかとなっています。年齢が低くなるほど、「しばらくは住むが、
将来はわからない」の割合が上がる傾向にあります。

41.2

43.4

40.1

39.2

35.3

34.0

31.3

17.7

17.4

14.6

14.0

13.4

12.3

8.9

7.6

6.0

4.7

2.7

2.0

4.1

6.1

自然や緑、水が豊か

買い物が便利

0 10 20 30 40 50

心地よく暮らせる居住環境がある

災害や犯罪が少ない

公害がなく、まちが清潔

交通の便が良い

海の幸や農産物に恵まれて食が豊か

こころの通う近所づきあいがある

生活基盤が整っている

歴史や伝統がある

老後も安心して暮らせる

子どもを育てやすい環境が整っている

福祉・ 医療施設やサービスが整っている

娯楽やレジャーを楽しむ環境が整っている

30.8

42.6

20.9

20.0

17.5

12.9

10.0

7.3

7.3

6.1

4.5

2.9

災害につよいひと・まちが育つ、安全・安心な都市

子育て・介護など、助け合いのこころが浸透し、
あたたかなふれあいのある都市

湘南らしい魅力を生かして、多くの人がにぎわう都市

自然と都市が調和した、美しく住みやすい都市

道路や公園、上下水道などの生活基盤が充実した都市

いきいきと、生きがいをもって暮らせる都市

新しい担い手や技術が育ち、
産業が持続的に発展する活力ある都市

未来の茅ヶ崎を担うたくましい人材が育つ都市

歴史や芸術、スポーツ、祭りなど、
文化が薫る交流の盛んな都市

エネルギーや資源を大切に使い、
地球にやさしく暮らせる都市

市民（企業や就業者を含む）の多彩な力がまちづくりに
生かされる協働の都市

その他

文化施設や文化的な催しが充実している

多くの観光客が楽しめる名所が多い

行政サービスが充実している

まちづくりに市民の声が生かされている

働く場が整っている

その他

特に魅力を感じない

（％）

（％）0 10 20 30 40 50

出典 / 平成 29 年度茅ヶ崎市のまちづくり市民満足度調査

出典 / 平成 29 年度茅ヶ崎市のまちづくり市民満足度調査

目指すべき将来像
 　「子育て・介護など、助け合いのこころが浸透し、あたたかなふれあいのある都
市」が 4 割を超えて最も高く、次いで「災害につよいひと・まちが育つ、安全・安
心な都市」、「湘南らしい魅力を生かして、多くの人がにぎわう都市」、「自然と都市
が調和した、美しく住みやすい都市」の順となっています。

（％）

住みよい

住みよい

住みにくい

（％）

2.5 0.8

1.41.6

まあ
住みよい 住みにくいやや

住みにくい 無回答

ずっと住み
続けていたい

しばらくは住むが、
将来はわからない

市内のほかの
地区に移り住みたい

市外に移り
住みたい 無回答

56.134.3 6.2

54.5 38.0 4.6
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❶
ち
が
さ
き
未
来
会
議

　
公
募
市
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ち
が
さ
き
未
来
会
議
」
で
は
、
人
口
減

少
等
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
共
有
し
た

上
で
、〝
次
の
茅
ヶ
崎
〟
を
作
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
全
体
と
し
て
「
ひ
と
」
に
焦
点
を
当
て

る
傾
向
に
あ
り
、「
市
民
の
あ
た
た
か
さ
や

寛
容
さ
」
が
魅
力
で
あ
り
、「
未
来
を
創
る

人
づ
く
り
へ
の
投
資
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
の
重
要
性
」
が
未
来
を
考
え
る
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
お
け
る
意
見

❷
市
民
討
議
会

　
無
作
為
で
選
ば
れ
た
市
民
を
対
象
と
し
た
市

民
討
議
会
で
は
、
検
討
中
の
将
来
の
都
市
像
を

参
考
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。「
観
光
振

興
」
や
「
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
基
盤
づ

く
り
」
な
ど
、
地
域
内
産
業
の
活
性
化
に
関
す

る
意
見
や
、「
地
域
ぐ
る
み
の
学
び
・
ひ
と
づ

く
り
」
な
ど
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
意
見
が
多

く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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❸
ち
が
さ
き
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
を
対
象
と
し
た

「
ち
が
さ
き
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
（
※
）」
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
協
働
推
進
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
行

政
と
団
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
超
え
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
等
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
団
体
間
の
橋

渡
し
役
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
」
や
「
縦
割
り

行
政
の
改
善
、
頻
繁
な
職
員
異
動
の
弊
害
の
是

正
」
等
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
団
体
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、「
団
体
間
の
縄
張
り
争
い
な
ど

を
是
正
し
、
双
方
に
領
域
を
超
え
て
連
携
し
て

い
く
意
識
を
持
つ
こ
と
」
や
、「
小
さ
く
短
期

間
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
地
域
活
動
の
活
性

化
と
、
成
功
例
を
地
域
全
体
に
広
げ
て
い
く
仕

組
み
づ
く
り
」

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

❹
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
市
民
を
対
象
に
市
内
各
地
で
開
催
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
で
は
、
計
画
の
基
本
的
な

方
向
性
を
ま
と
め
た
「
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
骨

子
」に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。「
現

行
の
総
合
計
画
の
評
価
や
市
独
自
の
課
題
・
魅

力
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
政
策
に
つ
な
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」、「
市
民
参
加
を
促
進
し
、
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
き
」
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
全
体
へ
の
意
見
が
多
く
挙
げ
ら
れ

た
ほ
か
、「
地
域
活
動
の
担
い
手
の
育
成
」な
ど
、

政
策
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第1編  > 第2章 計画の背景　6 市民意識

※
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
：

「
ア
イ
デ
ア
」
と
「
マ
ラ
ソ

ン
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語

で
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
対
話
を
通
じ
て

新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
創
出
を

目
指
す
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
。
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
茅
ヶ
崎

市
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
基
本
理
念
評
価
（
※
）」
の
評
価
結
果
や
社
会
潮
流
、
市
民
意
識
を

踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
主
要
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。 

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ

の
対
応
と
切
れ
目
の
な
い
支
援

　
茅
ヶ
崎
市
の
出
生
数
は
、
横
ば
い
を
維
持
し

て
い
る
も
の
の
、
年
齢
4
区
分
の
人
口
構
成
比

を
見
る
と
、
0
歳
か
ら
14
歳
の
構
成
比
は
減
少

し
て
お
り
、
全
国
と
同
様
に
少
子
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
の
転

入
を
促
進
す
る
な
ど
、
少
子
化
へ
の
対
策
を
引

き
続
き
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
、貧
困
問
題
や
い
じ
め
、

ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
と
し
た
、
子
ど
も
・
若

者
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
や
環
境
の
変
化
へ
の

的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
1
】

未
来
を
拓ひ

ら
く
人
材
の
育
成

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た
り
、「
ひ
と
」

の
育
成
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
で

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全
て
の
人
が

自
分
に
合
っ
た
学
び
を
選
択
で
き
、
自
ら
の
力

を
高
め
、
地
域
の
中
で
互
い
に
交
流
し
、
成
長

し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
社

会
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
茅
ヶ
崎
市
を
築
い
て
き

た
先
人
た
ち
の
生
き
方
や
考
え
方
、
地
域
の
歴

史
や
風
土
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
茅
ヶ
崎

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
、
未
来
を
拓ひ
ら

い
て

い
く
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
1
・
政
策
目
標
4
】

7 

茅
ヶ
崎
市
の
主
要
課
題

※
基
本
理
念
評
価
：

本
計
画
の
作
成
に
際
し
、

「
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
基
本

構
想
」
に
基
づ
い
た
取
り

組
み
を
総
括
的
に
評
価
し
、

本
市
の
現
状
と
課
題
や
今

後
の
展
望
を
把
握
す
る
た

め
に
実
施
し
た
行
政
評
価

の
こ
と
。
評
価
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

【市 HP】

https://www.city.chigasaki.kanagawa.
jp/1026248/1041840/1033278.html
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活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
都
心
へ
の
交
通
の
利
便
性
を

背
景
に
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
安
定
的
な
事
業
継

続
と
雇
用
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
経
済
の

循
環
を
推
進
し
、
地
域
内
産
業
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
希
望
の
働
き
方
を
実
現
で
き
る
多

様
な
労
働
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
交
流
人
口
（
※
）
や
関
係

人
口
（
※
）
の
拡
大
に
向
け
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
集
ま
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
2
】

地
域
共
生
社
会
の
実
現

　
世
代
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
支
援
が

必
要
な
世
帯
の
増
加
と
生
活
課
題
の
多
様
化
・

複
雑
化
が
進
む
こ
と
が
茅
ヶ
崎
市
で
も
予
測
さ

れ
ま
す
。
今
後
、
住
民
や
支
援
機
関
、
行
政
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
協
力
し
、
支
え
合
う
こ
と

に
よ
り
、
問
題
の
重
篤
化
を
予
防
し
、
障
が
い

者
・
高
齢
者
・
子
ど
も
な
ど
誰
も
が
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
1
・
政
策
目
標
3
】

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

仕
組
み
の
構
築

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
全
国
と
比
べ
て
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
は
緩
や
か
で
あ
る
一
方
で
、
75
歳
以

上
の
人
口
が
加
速
度
的
に
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
保
障
費
の

増
加
や
介
護
問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
影

響
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
経
験
と
知

識
は
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
高
齢
者
が
積

極
的
に
社
会
参
加
し
、
次
世
代
育
成
等
、
多
世

代
交
流
の
中
で
も
力
を
発
揮
す
る
な
ど
、
生
涯

活
躍
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。【

関
連
政
策
：
政
策
目
標
3
・
政
策
目
標
4
】

※
交
流
人
口
：

そ
の
地
域
を
通
勤
や
通
学
、

観
光
等
に
よ
り
訪
れ
る

人
々
の
こ
と
。

※
関
係
人
口
：

そ
の
地
域
に
居
住
す
る
「
定

住
人
口
」
で
も
な
く
、
観
光

等
に
よ
り
訪
れ
る
「
交
流
人

口
」
で
も
な
い
、
地
域
や
地

域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
の
こ
と
。
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全
て
の
人
を
地
域
の
一
員
と
し
て

受
け
入
れ
、支
え
合
う
社
会
の
実
現

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
多
種
多
様
な
人
や
文
化
を
受

け
入
れ
、
認
め
合
う
こ
と
に
よ
り
、
自
由
で
の

び
や
か
な
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
社
会
の
成
熟
化
に
伴
っ
て
、
多
様
性
を

認
め
尊
重
し
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
た
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
が
自
分
ら
し

さ
を
尊
重
さ
れ
、
あ
た
た
か
い
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
そ
の
持
て
る
力
を
最
大
限
発

揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
3
・
政
策
目
標
4
】

茅
ヶ
崎
ら
し
い
自
然
環
境
の

保
全
と
活
用

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
地
域
の
魅
力
と
感
じ
て

い
る
市
民
が
多
く
、
こ
の
自
然
と
共
存
し
た
暮

ら
し
は
未
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
山
林
や
農
地
は
、
担
い

手
の
不
足
等
の
理
由
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ

り
、
茅
ヶ
崎
海
岸
は
、
相
模
川
に
ダ
ム
・
堤
防

と
い
っ
た
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
砂
浜
の
侵
食
が
進
行
し
ま
し
た
。
自
然
資
源

は
、
産
業
や
防
災
、
観
光
振
興
と
い
っ
た
多
面

的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
市
内
に
あ
る
自
然

環
境
の
保
全
と
そ
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
5
】

安
全
・
安
心
の
確
保

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
地
震
災
害
リ
ス
ク
と
し
て
、

津
波
や
広
範
囲
に
及
ぶ
住
宅
密
集
地
の
延
焼
拡

大
等
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
近
年
の

気
候
変
動
に
伴
う
洪
水
や
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク

も
抱
え
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
多
様
な
主
体
が
協
力
し
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
を
進
め
、
地
域
内

の
防
災
力
向
上
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
治
体

間
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
湘
南
地
域
全
体
で
災

害
に
強
い
ま
ち
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
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第1編  > 第2章 計画の背景　7 茅ヶ崎市の主要課題

公
衆
衛
生（
※
）
に
係
る
リ
ス
ク
も
安
全
・
安
心

を
脅
か
す
要
因
と
し
て
再
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る

事
態
を
想
定
し
た
上
で
、
危
機
事
態
に
よ
り
致

命
的
な
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い
強
さ
と
、
速
や

か
に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
を
持
っ
た
体
制
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
3
、
政
策
目
標
6
】

人
口
変
化
に
対
応
し
た

都
市
づ
く
り

　
茅
ヶ
崎
市
を
含
む
湘
南
地
域
は
、
県
内
で

も
交
通
量
の
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

茅
ヶ
崎
市
は
狭
あ
い
道
路
が
多
い
な
ど
、
安
全

性
、
快
適
性
の
両
面
か
ら
課
題
が
多
く
、
引
き

続
き
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
等
の
公
共
建
築
物
や
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

下
水
道
等
の
老
朽
化
が
進
行
し
、
更
新
期
を
迎

え
る
た
め
、
そ
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
人
口
減
少
を
背
景
と
し
て
地
域
間
で
の

需
給
の
不
均
衡
が
将
来
的
に
発
生
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
先
を
見
据
え
た
都
市
基
盤

の
再
構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
政
策
目
標
5
・
政
策
目
標
6

・
政
策
目
標
7
・
行
政
経
営
】

連
携
や
協
働
の
深
化

　
茅
ヶ
崎
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
き
め
細
か
で

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

市
民
と
の
協
働
や
他
自
治
体
と
の
広
域
連
携
、

民
間
事
業
者
と
の
公
民
連
携
を
積
極
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
。
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
、
地
域

課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
、
一
つ
の

自
治
体
や
行
政
組
織
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

状
況
が
、
今
後
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
連
携
や
協
働
を
一
層
深
化

さ
せ
、
各
主
体
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
発
揮
さ

れ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
へ
の
率
先
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、
茅
ヶ

崎
市
が
湘
南
地
域
全
体
の
維
持
・
発
展
の
一
翼

を
担
う
都
市
と
し
て
の
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
関
連
政
策
：
全
政
策
目
標
・
行
政
経
営
】

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
の
影
響
に
よ
り

今
後
さ
ら
に
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で

も
、
財
政
の
健
全
性
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
は
、
先
を
見
据
え
た
戦
略
的
な
行
政
経
営
の

推
進
や
新
た
な
技
術
等
を
積
極
的
に
活
用
で
き

る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
姿
勢
で
課
題
に

挑
戦
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。

【
関
連
政
策
：
全
政
策
目
標
・
行
政
経
営
】

※
公
衆
衛
生
：

地
域
社
会
に
お
い
て
、
人
々

の
疾
病
を
予
防
し
、
健
康

を
保
持
・
増
進
す
る
た
め
、

公
私
の
機
関
に
よ
っ
て
組

織
的
に
行
わ
れ
る
衛
生
活

動
の
こ
と
。
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　気候変動とは、地球温暖化などにより気温が上昇することや雨の降り方の変化などをいいます。
猛暑日は、最近では 1970 年代と比較して約 3倍に増加しており、高温化による熱中症のリスクの
増加、農作物の不作や漁業の不良など、暮らしや自然環境に大きな影響があるとされています。
　IPCC（※）第 5次評価報告書では、今後温室効果ガスの排出抑制に向けた追加的な努力を行わ
ない場合、21世紀末には、平均気温 2.6 〜 4.8℃の上昇となる可能性が高いと報告しています。ま
た、その場合、海面が最大 82cm上昇する予想を発表しています。これを受け環境省は、仮に海面
が 1m上昇した場合、神奈川県内の砂浜の 90%は失われるとしており、茅ヶ崎海岸も例外ではあ
りません。
　国連気候変動枠組条約第 21回締約国会議で、令和 2（2020）年以降の温室効果ガスの排出削減
等に向けた取り組みを進めるための枠組みとして、パリ協定が採択されました。パリ協定では、世
界共通の長期目標として、地球の平均気温上昇を産業革命前に比べて 2℃より十分低く保ち、1.5℃
に抑える努力を継続することなどが設定されました。
　平均気温上昇が 1.5℃を大きく超えないようにするためには、2050 年前後には世界のCO2（二酸
化炭素）排出量が実質ゼロとなっていること、これを達成するには、エネルギー、土地、都市、イ
ンフラ（交通と建物を含む。）、産業システムのパラダイムシフト（※）に加え、生活様式の変革が
必要です。
　未来に今の茅ヶ崎をどう残すのか、令和 12（2030）年までの地球温暖化対策が鍵を握ります。

気候変動と茅ヶ崎

※ IPCC：
Intergovernmental Panel on 
Climate Change の略。
国連気候変動に関する政府間
パネルのこと。

※パラダイムシフト：
人々の物の見方や考え方を支配
する概念的な枠組みが変化・転
換すること。

コラム column
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茅
ヶ
崎
市
は
、
海
や
河
川
・

丘
陵
等
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
が
程
よ

く
近
接
し
た
、
ち
ょ
う
ど
良
い

バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
た
ま
ち
で

す
。
こ
う
し
た
環
境
の
下
、
先

人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
歴
史
や

市
民
が
創
る
文
化
、
寛
容
な
風

土
は
ま
ち
の
大
き
な
魅
力
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
を
惹ひ

き
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、人
口
構
造
の
変
化
等
、

ま
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
、
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で

未
来
を

　創
る

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。みんなで

茅ヶ崎に関わる全ての人との連携や協働の深化するとともに、一人一人の個性が発揮されたまちづくりが進められていることを示す。

活力

活力笑
顔

みんなで

未
来
を

　創
る

全ての人の人権が尊重され、
誰もが自分らしく、将来に
向かって希望を持って、豊
かな日々を過ごすことがで
きている姿を示す。

茅ヶ崎に関わる全
ての人との連携・
協力を深化すると
ともに、一人一人
の個性が発揮され
たまちづくりが進
められていること
を示す。

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。

茅ヶ崎で活動する全

ての人がそれぞれの

能力を発揮し、活躍

することで、まちづ

くりの原動力である

市民活動や地域経済

が活性化している姿

を示す。

笑顔と活力にあふれ
 みんなで未来 を創るまち 茅ヶ崎

第 
1 
章   

社
会
が
成
熟
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
の
本
格
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
深
刻
化
す
る
地
球
温

暖
化
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
多
発
等
、
多
く
の
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
し
、
次
代
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
、
茅
ヶ
崎
市
が
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
た
め
、
将
来
の
都
市
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

茅
ヶ
崎
市
の
目
指
す
将
来
の
都
市
像

第
2
編
　
総
合
計
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料
編

第
1
編
　
総
合
計
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の
策
定
に
当
た
っ
て
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あ
り
続
け
る
た
め
に
は
何
を

な
す
べ
き
か
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
や
心
地
よ
い

暮
ら
し
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た

歴
史
や
文
化
、
風
土
を
大
切

に
守
り
な
が
ら
、
未
来
に
向

か
っ
て
新
た
な
魅
力
の
創
出

に
挑
戦
し
続
け
る
た
め
、
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
ら
の
力
を
発
揮
し
、

時
に
は
支
え
合
い
、
時
に
は
高

め
合
い
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
き
ま

す
。

第 

2 

章  

目
標
年
次

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
を
初
年
度
と
す
る
こ
の
総
合
計

画
の
目
標
年
次
は
、令
和
12
（
2
0
3
0
）
年
度
と
し
ま
す
。

未
来
を

　創
る

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。みんなで

茅ヶ崎に関わる全ての人との連携や協働の深化するとともに、一人一人の個性が発揮されたまちづくりが進められていることを示す。

活力

活力笑
顔

みんなで

未
来
を

　創
る

全ての人の人権が尊重され、
誰もが自分らしく、将来に
向かって希望を持って、豊
かな日々を過ごすことがで
きている姿を示す。

茅ヶ崎に関わる全
ての人との連携・
協力を深化すると
ともに、一人一人
の個性が発揮され
たまちづくりが進
められていること
を示す。

人口減少など、大きな課題を
克服するためには、これまで
の延長線上だけで考えるので
はなく、新たな発想によりま
ちづくりが進められているこ
とを示す。

茅ヶ崎で活動する全

ての人がそれぞれの

能力を発揮し、活躍

することで、まちづ

くりの原動力である

市民活動や地域経済

が活性化している姿

を示す。

笑顔と活力にあふれ
 みんなで未来 を創るまち 茅ヶ崎

第2編  > 第1章　茅ヶ崎市の目指す将来の都市像
 第2章　目標年次
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凡　　　例

河 川
環 状 道 路
幹線道路(計画・構想)
幹 線 道 路
自 動 車 専 用 道 路
鉄 道
農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
住 居 系 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

水とみどりのつながり

広 域 交 流 軸

景 観 拠 点

交 流 拠 点

生 活・防 災 の 機 能

都 市 拠 点

を 持 つ 拠 点

藤沢市健康と文化の森・いずみ野線延伸

ツインシティ構想

里山公園周辺
県立茅ケ崎

駒寄川小出
川

下寺尾
遺跡群周辺

香川駅

浄見寺周辺

香川駅
周辺地区

新駅構想
赤羽根周辺

千ノ川

北茅ケ崎駅
辻堂駅

辻堂駅西口
茅ケ崎駅北口
周辺地区

茅ケ崎駅

周辺地区
茅ケ崎駅南口

ヘッドランド周辺
中海岸漁港地区

（グランドプラン地区）

周辺地区

・柳島海岸周辺
柳島向河原地区

浜見平地区

川
模
相

市民の森
・清水谷
　周辺

海
岸
や
河
川
、
丘
陵
は
、
本
市
の
都
市
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
す
る
代
表
的
な
自
然
資
源
お
よ

び
景
観
資
源
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
豊
か
な

自
然
や
魅
力
あ
る
景
観
の
保
全
・
整
備
を
目
指
す

と
と
も
に
、
生
物
多
様
性（
※
）
を
保
全
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
駅
、
辻
堂
駅
西
口
お
よ
び
香
川
駅
等
の

周
辺
は
、「
都
市
拠
点
」
と
し
て
位
置
付
け
、
都

市
機
能
の
集
約
を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
浜
見

平
地
区
は
、「
生
活
・
防
災
の
機
能
を
持
つ
拠
点
」

と
し
て
位
置
付
け
、
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
東
西
方
向

お
よ
び
南
北
方
向
の
幹
線
道
路
網
を
格
子
型
に
結

び
、
骨
格
道
路
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

国
道
1
3
4
号
は
「
広
域
交
流
軸
」
と
し
て
位
置

付
け
、
沿
岸
部
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
育
む

場
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
環
状
道
路
の
整
備

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
環
境
に
配
慮
し
つ

つ
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系

へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。

出典 / ちがさき都市マスタープラン
（令和元年 (2019 年）6 月策定）

凡　　　例

河 川
環 状 道 路
幹線道路(計画・構想)
幹 線 道 路
自 動 車 専 用 道 路
鉄 道
農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
住 居 系 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

水とみどりのつながり

広 域 交 流 軸

景 観 拠 点

交 流 拠 点

生 活・防 災 の 機 能

都 市 拠 点

を 持 つ 拠 点

藤沢市健康と文化の森・いずみ野線延伸

ツインシティ構想

里山公園周辺
県立茅ケ崎

駒寄川小出
川

下寺尾
遺跡群周辺

香川駅

浄見寺周辺

香川駅
周辺地区

新駅構想
赤羽根周辺

千ノ川

北茅ケ崎駅
辻堂駅

辻堂駅西口
茅ケ崎駅北口
周辺地区

茅ケ崎駅

周辺地区
茅ケ崎駅南口

ヘッドランド周辺
中海岸漁港地区

（グランドプラン地区）

周辺地区

・柳島海岸周辺
柳島向河原地区

浜見平地区

川
模
相

市民の森
・清水谷
　周辺

第 
3 
章  

将
来
の
都
市
構
造

※
生
物
多
様
性
：

生
き
も
の
の
豊
か
さ
の
こ
と
。

「
生
態
系
の
多
様
性
」「
種
の

多
様
性
」「
遺
伝
子
の
多
様
性
」

と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
の
多

様
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

将来都市
構造図
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第 

4 

章   
行
政
運
営
の
基
本
姿
勢

将
来
の
都
市
像
の
実
現

に
向
け
、
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
未

来
に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑

戦
す
る
た
め
の
行
動
指
針

と
し
て
、
行
政
運
営
の
基

本
姿
勢
を
次
の
と
お
り
定

め
ま
す
。

　

ま
た
、
茅
ケ
崎
駅
や
辻
堂
駅
西
口
周
辺
の
市
街

地
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
都
市
機
能
の
集

積
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
に
広
が
る
市
街
地
は
、

地
区
の
特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
住
宅
地
、
工
業・

業
務
地
、
自
然
地
に
類
型
化
さ
れ
た
土
地
利
用
の

下
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

❶ 市民との双方向のコミュニ
ケーション

積極的な情報発信により、行政の
説明責任を果たすことで、市民と行
政がさまざまな情報を共有し、相互
理解をさらに深め、信頼し合える関
係を構築します。

また、さまざまな主体との対話や
交流の場を充実させ、市民主体のま
ちづくりを推進します。

❷ 市民が力を発揮できる 
社会の構築

人口減少や少子高齢化のさらなる
進展等、社会構造が大きく変化する
中、民間の団体や企業をはじめとす
る多様な主体がそれぞれの価値観で
活動することで、社会的課題の解決
に結びつくよう、相互の連携をコー
ディネートし、市民一人一人が自らの
力を発揮できる社会を構築します。

❶ 変化に迅速な対応がとれる
職員力・組織力の向上

急激に変化する社会環境を的確に
捉え、柔軟に対応するとともに、こ
れまでの手法や考え方にとらわれる
ことなく、新たな発想により積極果
敢に挑戦できる仕組みを構築し、社
会環境の変化に迅速な対応がとれる
職員力・組織力の向上を図ります。

❷ 質の高い行政サービスの
提供

人口減少という社会の大きな転換
点を迎えるに当たり、全ての市民が、
安心した生活を送れるよう、先進技
術を積極的に活用するとともに、民
間の団体や企業との協働、周辺自治
体等との連携により、質の高い行政
サービスの提供に努めます。

❸ 未来に責任を持つ 
行政経営

厳しい財政状況が見込まれる中に
おいても、多様化・複雑化する市民
ニーズに対応するため、客観的なデー
タなどの証拠に基づく政策の立案や、
事業の見直しや重点化を図るなど、
本市が将来にわたって持続可能なま
ちであり続けられるよう、戦略的な行
政経営を行います。

市民との
関係の深化

未来創造への
挑戦

第2編  > 第3章　将来の都市構造
 第4章　行政運営の基本姿勢
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第 
5 
章  

政
策
目
標
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
長
期
的
な
展
望
に
た
ち
、
10
年
間
の
総
合
的
な
政
策
展
開
の

方
向
性
と
し
て
、
次
の
と
お
り
政
策
目
標
を
定
め
ま
す
。将 来    　  都 市 像 の 実 現 に 向 け た 行 政 経 営

 

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
す
S
D
G
s
の
理

念
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
目
指
し
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
取
り
組
み
を
進
め
る
本
市

に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
す
。

行
政
と
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
※
）
の
間
で
、

S
D
G
s
と
い
う
共
通
言
語

を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
政
策

目
標
の
共
有
と
連
携
促
進
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化

が
実
現
し
、
地
域
課
題
解
決

に
向
け
た
自
律
的
好
循
環
を

生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
政
策
目
標

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

～茅ヶ崎市総合計画とSDGs～

地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

2

共
に
見
守
り
支
え
合
い
、誰
も
が
健
康
に
暮
ら
す
ま
ち

3

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち

4

豊
か
な
自
然
と
共
存
し
、心
地
よ
い
生
活
環
境
の
あ
る
ま
ち

5

子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
、

次
代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち

1

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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※
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
：

行
政
や
企
業
、
N
P
O
等
の

利
害
と
行
動
に
直
接
・
間
接

的
な
利
害
関
係
を
有
す
る
者

の
こ
と
。

将 来    　  都 市 像 の 実 現 に 向 け た 行 政 経 営

が
、
ど
の
S
D
G
s
に
寄
与

す
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
政
策
目
標
と
S
D
G
s

の
関
係
性
を
示
す
た
め
、

各
政
策
目
標
の
ペ
ー
ジ
に

S
D
G
s
の
ア
イ
コ
ン
を
表

示
し
て
い
ま
す
。（
S
D
G
s

の
詳
細
は
P
31
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
政
策
目
標
と

の
関
係
の
詳
細
は
P 

64
―
65

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

主要課題（P36～39）と
政策目標の対応関係図

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
行
政
経
営

連
携
や
協
働
の
深
化

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

茅ヶ崎市の主要課題

子どもが希望を持って
健やかに成長し、次代を
担うひとが育つまち

共に見守り支え合い、
誰もが健康に暮らすまち

豊かな自然と共存し、
心地よい生活環境の

あるまち

地域が活力にあふれ、
交流とにぎわいの

あるまち

誰もがいつでも学べ、
生きがいを持って

自分らしく暮らすまち

安全で安心して
暮らせる、

強くしなやかなまち

利便性が高く、魅力的な
都市空間が整うまち

政策目標1

政策目標2

政策目標3

政策目標4

政策目標5

政策目標6

政策目標7

第2編  > 第5章  政策目標

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、強
く
し
な
や
か
な
ま
ち

6

利
便
性
が
高
く
、魅
力
的
な
都
市
空
間
が
整
う
ま
ち

7
子育てを取り巻く

環境変化への対応と
切れ目のない支援

活力ある
地域経済づくり

超高齢社会に
対応した

仕組みの構築

茅ヶ崎らしい自然
環境の保全と活用

地域共生社会の
実現

全ての人を地域の
一員として受け入れ、
支え合う社会の実現

人口変化に対応
した都市づくり

未来を拓
ひら

く
人材の育成

安全・安心の確保

47



政策目標

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「子どもを育てやすい環境」への
市民の満足度 35.8% 35.8% 37%

②
「自分には良いところがある」と思
う児童の割合（小学 6 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度

83.0%＊ 86.3% 87%

③
「自分には良いところがある」と思
う生徒の割合（中学 3 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度

77.0%＊ 77.9% 80%

妊
娠
期
、
出
産
期
、
乳
幼
児
期
か
ら

学
齢
期
を
経
て
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
過
程
で
、
全
て
の
子
ど
も
と

保
護
者
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、
地
域
の
見
守
り
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
様
な
主
体
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組

み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や

か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機
会
を

通
じ
て
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
合
い
、
育
ち
合

い
、
そ
の
成
長
を
支
え
合
う
教
育
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
多
様

性
を
認
め
合
い
な
が
ら
共
に
学
び
、
共
に

育
つ
共
生
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り

良
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
く

た
め
の
「
生
き
る
力
」
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。

01

関連SDGs

子
ど
も
が
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に

成
長
し
、次
代
を
担
う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち

第2編  > 第5章  政策目標
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っ
て
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1

2

子ども・若者・子育て支援の
充実

未来を拓
ひら

く力を育む
教育の推進

02

■ 社会において自立的に生きるための基礎を培うた
め、地域のさまざまな資源を教育に活用し、多様
な人との出会いやさまざまな体験・経験を通して、
児童・生徒の確かな学力、豊かな人間性と自律性、
健やかな体を育みます。

■ 共生社会の実現に向け、障がいのあるなしにかか
わらず、一人一人の能力や特性を踏まえた上で、子
どもが共に学び合い、支え合うことを目指す教育（イ
ンクルーシブ教育）を推進します。

■ 児童・生徒一人一人に向き合い、きめ細かな教育活
動が行えるよう、教職員が本来の業務に専念でき
る環境づくりを推進します。

■ 教育の質の向上を目指し、適正な人材の確保や、
教職員の資質向上に努めます。

■ 児童・生徒が安全・安心な学校生活を送るとともに、
健やかに成長することができる環境を整備します。

■ 妊娠期、出産期、乳幼児期の環境に応じたきめ細
かな支援を通じて、子どもと保護者の心身の健康
を守ります。

■ 子どもの成長段階や保護者のライフステージに応
じた切れ目のない支援を通じて、安心して子育てす
ることができる環境をつくります。

■ 行政・地域・関係機関の連携を強化し、地域全体
で子育てを支援します。

■ 多様化する保育ニーズに対応するため、将来の需
要を見据えて保育の場の確保に努めるとともに、保
育サービスや放課後支援等の充実を図ります。

■ 保育の質の向上を図るため、保育士の負担が軽減さ
れるよう保育環境を充実するとともに、保育士の資
質・専門性の向上に向けた人材育成を推進します。

■ 子ども・若者が抱えるさまざまな不安や悩みに寄り
添い、社会に置き去りにされることがないよう、地
域の中で安心して過ごすことができる環境づくりを
推進します。

取り組みの方向性

第2編  > 第5章  政策目標
1　子どもが希望を持って健やかに成長し、次代を担うひとが育つまち

　

ど
ん
な
と
き
に
子
ど
も
を
褒

め
て
い
ま
す
か
？
う
ま
く
い
か

な
い
結
果
に
目
が
向
い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
視
点

を
変
え
る
と
、
子
ど
も
の
行
動

の
中
に
で
き
て
い
る
こ
と
や
頑

張
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
○
○
で
き
た
ね
」
と

具
体
的
に
褒
め
る
と
、
子
ど
も

は
何
が
褒
め
ら
れ
た
の
か
を
理

解
し
、
次
の
行
動
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
褒
め
ら
れ
た
り

自
分
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て

も
ら
え
た
り
し
た
体
験
に
よ
り
、

自
分
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
と
と
も
に
、
自
己
肯
定

感
を
育
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

広げましょう！
みんなで褒めて
子育てサポート

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「地域経済の活性化に向けた取り組
み」に対する市民の満足度 33.2% 33.2% 35%

② 「市内での多様な働き方や働く場の
創出」に対する市民の満足度 12.1% 12.1% 14%

地
域
経
済
を
担
う
市
内
事
業
者
の

活
発
な
事
業
活
動
や
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
、
農
地
や
漁
港
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
を
生
か
し
た
取
り
組
み
、

自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資

源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
り
組
み

等
に
よ
り
、
ま
ち
は
市
内
外
か
ら
訪
れ

る
人
で
に
ぎ
わ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
活
力
に
満
ち
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
環

境
が
整
う
と
と
も
に
、
働
く
場
や
創
業

の
機
会
が
増
え
、
年
齢
や
性
別
、
障
が

い
や
国
籍
等
に
左
右
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
、
自

分
ら
し
い
働
き
方
、
生
き
方
を
実
現
で

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、「
ま
ち
」の
魅
力
、「
ひ

と
」
の
力
を
効
果
的
に
生
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
造
や
雇
用
の
創
出
、
多
様
な

働
き
方
へ
の
対
応
が
進
み
、
地
域
経
済

の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

01

地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、

交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

関連SDGs

第2編  > 第5章  政策目標
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取り組みの方向性

1

2

地域経済の
活性化

多様な働き方と働く場の
創出

02

■ ライフスタイルが多様化する中、子育てと仕事の両
立やワーク・ライフ・バランスの確保等、それぞれの
ライフステージにあわせた働き方を選択できるよう、
市内事業者や関係機関等との連携強化や企業支援
等を通して、労働環境の充実を図ります。

■ 女性・若者・高齢者・障がい者等の活躍推進へ、
多様な働き手のニーズに対応した情報提供や就職
の機会の実現に向けた支援を実施します。

■ 市内事業者の活発な事業活動を促進するため、安
定した経営基盤の整備について、事業者の状況の
変化に応じて、多様な主体と連携した速やかな支
援を実施するとともに、生産者、事業者、消費者
等の交流の機会を充実することなどにより、新たな
価値の創出を目指します。

■ 創業前から成長期に至るまで、関係機関と連携し
て継続した支援を実施することにより、創業しやす
い環境整備に取り組みます。

■ 農地の維持が困難となっている農業や、漁獲量が
減少し続けている水産業の振興のため、関係機関
をはじめさまざまな主体と連携し、本市にとって最
適な農水産業維持の手法を確立します。また、競
争力向上の追及や農水産業の中心的な担い手への
支援、消費者と生産者とのさらなる関係構築強化
を目指します。

■ 地域の稼ぐ力と魅力の向上を促進するため、地元
産品等のブランディング化や観光振興団体等が行
うさまざまなイベントの実施により、地域資源を最
大限に生かしたまちなか観光の充実を図ります。

■ 効果的かつ効率的な情報発信等による誘客を図
り、地域が持続的に発展していくための観光振興
に取り組みます。

■ 市内外から多くの人に訪れてもらえるよう、さまざま
な施設等を拠点としたにぎわいの創出を目指します。

第2編  > 第5章  政策目標
2　地域が活力にあふれ、交流とにぎわいのあるまち

　

働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
働
き
方
が
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
在
宅
で
仕
事
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
茅
ヶ
崎
市
に
は

海
や
里
山
が
楽
し
め
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
比
較
的
都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
た
な
働
き

方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
！

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等

を
楽
し
ん
だ
後
に
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
！

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
非

日
常
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
な
た

に
あ
っ
た
働
き
方
を
見
つ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

自分らしい働き方、
働く場所を

見つけてみませんか?

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

地
域
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
市
民
に
対
し
、
多
様
な

主
体
の
連
携
に
よ
る
分
野
横
断
的
な
支

援
体
制
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く

り
や
健
康
づ
く
り
、
個
性
や
能
力
に
応

じ
た
活
躍
の
場
づ
く
り
が
地
域
で
一
体

的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
で
、
年
齢
や

経
済
状
況
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
な
ど

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
一
人
が
地
域
の

一
員
と
し
て
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
が
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

等
、
生
活
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
（
※
）
が
充
実
し
て
い
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
生

涯
に
わ
た
り
健
や
か
な
人
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。

01

共
に
見
守
り
支
え
合
い
、

誰
も
が
健
康
に
暮
ら
す
ま
ち

関連SDGs

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「地域における支え合いの仕組みや、
自分らしく暮らせる環境」への市民
の満足度

22.8% 22.8% 25%

② 「健康を守るための保健衛生や医療
体制」に対する市民の満足度 24.9% 24.9% 26%

③
「誰もが安心して暮らすためのセーフ
ティネット（※）」に対する市民の満
足度

16.3% 16.3% 18%

※
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
：

病
気
や
け
が
、
失
業
等
に

よ
り
困
窮
し
た
場
合
に
、

最
悪
の
事
態
か
ら
保
護
し
、

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す

る
仕
組
み
の
こ
と
。
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取り組みの方向性

02

■ 誰もが住み慣れた地域で安心し
て自分らしい生活を送ることが
できるよう、地域福祉の担い手
の育成に取り組み、地域の主体
的な福祉活動を支援するととも
に、地域における信頼や絆

きずな

を育
み、互いに見守り支え合う仕組
みと専門機関を含めた包括的な
相談支援体制を構築し、地域
共生社会の実現を目指します。

■ 高齢者がいつまでも健やかに
生活できるよう、それぞれの健
康状態に応じた支援の充実を
図るとともに、地域における多
様な居場所づくりへの支援や
活躍の場づくりなど、社会参加
の機会を創出し、充実したセカ
ンドライフを送ることができる
環境を整備します。

■ 障がいのあるなしにかかわら
ず、一人一人の個性が尊重され、
自分らしい生活を送ることがで
きるよう、それぞれの能力や特
性に応じたきめ細かい支援を
実施するとともに、地域におけ
る障がいへの理解を深め、居
場所や活躍の場づくりなど、社
会参画の機会を創出します。

1 支え合う地域共生社会の
実現

■ 地域のネットワークをはじめとする社会関係資本（※）を活
用した地域保健基盤を強化し、市民が安心して暮らすこと
ができるよう、地域保健対策を推進します。

■ 公衆衛生（※）の水準を向上させるため、地域での総合的
な政策展開を図るとともに、日ごろから健康危機管理体制
の構築や監視・指導等を行い、きめ細かな保健衛生サー
ビスを提供します。

■ 市民自らの主体的な健康づくりを促進するため、それぞれ
のライフステージに応じた、健康づくりに関する支援を充
実します。

■ 高まる医療需要を見据え、地域の医療機関との連携およ
び役割分担を推進し、市民の健康を守るために必要な医
療提供体制を確立します。

■ 生活困窮者の生活安定と自立に向
け、支援を実施します。

■ 介護保険や国民健康保険等の適正
な運営に努め、誰もが安心して暮ら
すことのできるセーフティネット（※）

の充実を図ります。

2 保健衛生・医療体制の
充実 3 社会保障制度の適正な

運営

※社会関係資本：
「信頼」「社会規範」「ネットワー
ク」など、人々の協調行動の
活性化により、社会の効率性
を高めることができる社会組
織に特徴的な資本のこと。

※公衆衛生：
地域社会において、人々の疾
病を予防し、健康を保持・増
進するため、公私の機関によっ
て組織的に行われる衛生活動
のこと。

第2編  > 第5章  政策目標
3　共に見守り支え合い、誰もが健康に暮らすまち

　

平
均
寿
命
が
延
び
る
中
、
い

つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

課
題
に
気
づ
き
、
健
康
を
維
持

す
る
た
め
の
行
動
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
1
日
3
食
欠

か
さ
ず
食
事
を
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
食
品
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
散
歩
や
体
操
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
積
極
的

に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
1
年
に
1
回
、
健
康
診
断

を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人生100年時代！
健やかに過ごすための

健康づくり

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
希
望
に
沿
っ
た

学
び
や
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
一
人
一
人
が
学
ん
だ

知
識
や
技
術
を
社
会
生
活
に
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
場
や
機
会
が
あ
り
、
地
域

に
お
い
て
多
様
な
人
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
文
化
・
芸
術
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
親
し
む
と
と
も
に
、
地
域
の

歴
史
や
伝
統
の
継
承
、
国
内
外
の
都
市

と
の
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
市

民
は
心
豊
か
に
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

こ
う
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通

し
て
、
国
籍
・
人
種
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
※
）・

世
代
・
宗
教
・
習
慣
等
を
問
わ
ず
、
誰

も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
お
互
い

を
受
け
入
れ
、
認
め
合
う
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

01

関連SDGs

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
ま
ち

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「学びの機会や文化・芸術、スポー
ツに触れる機会」に対する市民の満
足度

28.9% 28.9% 31%

②
「多様性を認め、お互いを尊重し合
う社会の実現」に対する市民の満足
度

17.5% 17.5% 21%

第2編  > 第5章  政策目標

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：

生
物
学
的
な
性
別
で
は
な

く
、
社
会
的
・
文
化
的
に

つ
く
ら
れ
た
性
別
の
こ
と
。

第
2
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総
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計
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資
料
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第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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取り組みの方向性

02

■ 誰もが生涯を通して、いつでも自らの希望に応じた
知識や技術を習得できるよう、さまざまな学習の場
や多様な人が交流する機会を創出します。

■ 人や物、自然、歴史、文化等のさまざまな資源を
生かした学習を通じて、子どもから大人までが学び
合い育ち合う社会教育を推進します。

■ 心豊かな暮らしを送ることができるよう、文化・芸
術に触れる機会の充実を図るとともに、文化・芸術
により生み出されるさまざまな価値を活用し、地域
文化の創造を促進します。

■ 誰もが生涯を通して、いつでも気軽にスポーツを楽
しみ、心身共に充実した暮らしを送ることができる
よう、スポーツをする環境づくりを推進します。

■ 異なる環境に暮らす人々の生活や文化を理解し、相
互に尊重する心を醸成するため、さまざまな都市や
そこに暮らす人 と々交流する機会を創出します。

■ 誰もが地域社会の一員として共に暮らし、誰にとっ
ても住みよい多様性が保障された社会の実現を目指
します。

■ 男女が対等な立場であらゆる分野に参画すること
ができ、その能力や個性を十分に発揮するととも
に、互いに協力し、責任を分かち合いながら暮らす
ことができる社会の実現を目指します。

2 多様性を認め、
尊重し合う社会の実現

1 学びの機会の充実と
地域文化の創造の促進

第2編  > 第5章  政策目標
4　誰もがいつでも学べ、生きがいを持って自分らしく暮らすまち

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
み
ん
な
が
人

権
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
、

お
互
い
に
「
か
け
が
え
の
な
い

一
人
の
人
間
」
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
尊
重
し
合
い
、
共
に
暮

ら
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

地
域
に
住
む
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

る
悩
み
や
生
き
づ
ら
さ
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
理
解

し
、
学
び
合
い
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

誰もがみんな
「かけがえのない

一人の人間」

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

2030年の
ありたい姿

01

関連SDGs

豊
か
な
自
然
と
共
存
し
、

心
地
よ
い
生
活
環
境
の
あ
る
ま
ち

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「自然環境の保全や、生物多様性（※）
の維持」に対する市民の満足度 45.7% 45.7% 46%

②
「持続可能な社会の実現に向けた環
境負荷の低減」に対する市民の満
足度

32.4% 32.4% 36%

③ 「心地よく暮らせる生活環境」への
市民の満足度 41.4% 41.4% 43%

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
暮
ら
し
や

事
業
活
動
が
営
ま
れ
、
生
物
多
様
性
（
※
）

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
丘
陵
地
域
だ

け
で
な
く
、
市
街
地
に
お
い
て
も
、
農

地
や
社
寺
林
（
※
）、
屋
敷
林
（
※
）、
公
園

緑
地
等
の
み
ど
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
然
と
共
生
す
る
環
境
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
や
里
山
、
歴
史
的
に
価

値
の
あ
る
建
造
物
等
、
自
然
環
境
や
歴

史
・
文
化
的
環
境
と
市
街
地
環
境
が
調

和
し
た
、
茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
が
保
全
・

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
園
や
公
共

下
水
道
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
計
画
的

に
整
備
・
維
持
管
理
さ
れ
る
な
ど
、
自

然
と
共
存
し
た
心
地
よ
い
生
活
空
間
を

創
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
生
物
多
様
性
：

生
き
も
の
の
豊
か
さ
の
こ

と
。「
生
態
系
の
多
様
性
」

「
種
の
多
様
性
」「
遺
伝
子

の
多
様
性
」
と
い
う
三
つ

の
レ
ベ
ル
で
の
多
様
性
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

※
社
寺
林
：

神
社
や
寺
が
敷
地
内
に
所

有
す
る
森
林
の
こ
と
。

※
屋
敷
林
：

家
の
建
っ
て
い
る
敷
地
に

形
成
さ
れ
た
林
の
こ
と
。
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取り組みの方向性

02

1

2

自然環境の
保全

心地よい
生活環境の形成

環境負荷の
低減

■ 海岸や河川、里山のみどりなど、豊かな自然環境
を保全・活用し、次代へと継承します。

■ 生物多様性（※）を維持し、次代へ継承するため、
多様な主体と連携して、生きものの生息・生育状
況の把握やその維持を図るとともに、活動の担い
手づくりを推進します。

■ 自然や歴史、文化等、茅ヶ崎の風土から培われた
さまざまな資源を生かした、魅力的な景観の保全・
活用・形成を図るとともに、次代へと継承します。

■ 身近にあるみどりに触れ合うことで、心豊かな生活
を送ることができるよう、公園や緑地の計画的な整
備や地域に合った管理運営に努めます。

■ 誰もが心地よく暮らせるよう、空き家や空き地の発
生抑制や適正な管理を推進するなど、地域の良好
な住環境を確保するための取り組みを推進します。

■ 良質な生活環境を確保するとともに、河川や海等の公
共用水域の水質を保全するため、公共下水道汚水施設
等を計画的に整備・維持管理・更新し、下水の適正処
理を推進します。

■ 循環型社会（※）の形成に向け、ごみの発生抑制や
減量化・資源化を推進するとともに、発生したごみ
の適正な処理を行います。

■ 環境負荷が少ない、持続可能な社会の実現に向け、
省エネルギー対策や再生可能エネルギー（※）の活
用等、地球温暖化・気候変動対策を推進します。

3

※循環型社会：
環境への負荷を減らすため、有
限である資源を繰り返し利用し、
天然資源の消費を抑制すること
で、破棄されるものを最小限に
抑える社会のこと。

※ 再生可能エネルギー：
太陽光や風力、水力等の非化石
エネルギー源のうち、エネルギー
源として永続的に利用すること
ができるもの。
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5　豊かな自然と共存し、心地よい生活環境のあるまち

　

今
や
世
界
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

「
２
０
５
０
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
魚
の
量
を
上
回
る
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と

ご
み
を
分
別
す
る
の
は
も
は
や

当
た
り
前
。
こ
れ
か
ら
は
〝
い

か
に
ご
み
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
か
〟。
美
し
い
海
を
守

る
た
め
、
一
人
一
人
が
気
軽
に

で
き
る
行
動
や
ア
イ
デ
ア
を
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ロ
ー

を
断
っ
た
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
・

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
け
ば
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

環境に負荷をかけない
ライフスタイルを
実践しましょう！

みんなで行
アクション

動 !
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

強
く
し
な
や
か
な
ま
ち

政策目標

関連SDGs

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

①
「災害から生命・財産を守るための
防災や減災への対策」に対する市民
の満足度

28.9% 28.9% 33%

②
「生命・財産を守るための火災や救
急への対策」に対する市民の満足
度

30.0% 30.0% 33%

③
「暮らしの安全・安心の確保に向け
た防犯や交通事故防止への対策」
に対する市民の満足度

25.9% 25.9% 29%

01
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市
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
認
識
の
下
、

日
頃
よ
り
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が

互
い
に
助
け
合
う
高
い
防
災
意
識
が
醸
成

さ
れ
、
充
実
し
た
防
災
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
然
災
害
等
の
危
機
事
態
が
発
生
し
て

も
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
行
政
機
能
等
の
社

会
機
能
が
維
持
さ
れ
る
「
強
さ
」
と
、
迅

速
な
復
旧
・
復
興
を
図
る
こ
と
の
で
き
る

「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
個

人
、
自
主
防
災
組
織
、
行
政
等
の
各
主
体

が
互
い
の
役
割
を
理
解
し
合
い
、
補
完
し

合
う
協
力
連
携
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
規
模
・

種
別
に
応
じ
、
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
で
き
る

消
防
・
救
急
体
制
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
脅
か
す
犯
罪
や
交
通

事
故
の
未
然
防
止
に
向
け
て
は
、
多
様
な

主
体
の
連
携
に
よ
る
意
識
啓
発
等
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
一
人
一
人
に
主
体
的
な
問
題
と
し
て

捉
え
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
を
持
つ
市
民
が
、
そ
の
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
民
相
談
、
消
費

生
活
相
談
等
を
気
軽
に
利
用
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

第
2
編
　
総
合
計
画

資
料
編

第
1
編
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
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取り組みの方向性

1

2 3

防災・減災対策の
推進

消防・救急体制の
構築

暮らしの安全・安心の
確保

関 係 機 関と連 携し、
災害等の危機事態の
発生に備えた取り組み
を進め、危機事態に
迅速かつ円滑に対応
できる体制を整えるこ
とで災害対応を含め
た危機事態への対応
力の強化に取り組み
ます。

河川、公共下水道施
設、道路、橋りょうな
ど、防災機能を有する
施設の計画的な整備・
維持管理や防災空間
の整備、建築物の耐
震化等により、恒久
的に災害に強いまちづ
くりを目指します。

火災予防に関する積極的
な情報発信や、救命に関
する技術や知識を習得す
る機会を提供することで、
防火・救命に関する市民
の理解と意識の向上を促
進し、まち全体の消防・
救急体制の強化を図りま
す。

大規模災害から速や
かに復旧・復興できる
よう、平時から関係
機関等との連携体制
を整備します。

住民の生命と財産を災
害から守るため、公助と
して防災対策の充実に
努めつつ、社会全体の
防災意識の向上を図り、
住民の自発的な防災活
動の促進と自主防災組
織等の実践的かつ効果
的な活動の支援に取り
組みます。

人口減少や高齢化の進展
等による社会の変化に対
応し、効果的かつ効率的な
消防業務を行うため、職員
の人材育成や他の自治体
との連携により強固な体制
を構築するとともに、消防
団（※）等との連携・協力
体制を強化し、総合的な
消防力の向上を図ります。

子どもから高齢者まで、誰もが安全
で安心した生活を送ることができる
よう、関係機関と連携し、犯罪や交
通事故等の状況に応じて、その被害
を未然に防止するための啓発活動等
の内容の充実を図るとともに、市民
が抱える複雑化、多様化する不安や
悩みに対し、解決に向けた相談の充
実を図ります。

02

※ 消防団：
常勤の消防職員とは異なり、火災や大規模災害発生時に自宅
や職場から現場へ駆けつけ、その地域での経験を生かした消
火活動・救助活動を行う、非常勤特別職の地方公務員のこと。
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6　安全で安心して暮らせる、強くしなやかなまち

　

災
害
時
に
は
誰
が
被
災
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
自
分
が
助
か
っ
た
ら
、

ま
ず
は
隣
近
所
に
一
声
掛
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
自
分
が
け
が
を
し
た
り
、

被
災
し
た
り
し
た
ら
、
隣
近
所
や

避
難
所
で
助
け
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

　

ご
近
所
同
士
の
あ
い
さ
つ
や
声

掛
け
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
、
日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
助
け
上
手
」「
助
け
ら
れ
上

手
」
に
な
っ
て
、
激
甚
化
す
る

災
害
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

災害時に備え、
「助け上手」「助けられ上手」

になりましょう！

みんなで行
アクション

動 !
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政策目標

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「機能的で秩序のある都市づくり」
に対する市民の満足度 35.1% 35.1% 40%

② 「快適で利便性の高い移動環境の形
成」に対する市民の満足度 36.0% 36.0% 38%

海
岸
や
里
山
等
の
自
然
環
境
と
、
住

宅
地
や
商
業
地
等
の
市
街
地
が
適

正
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
し
た
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
茅
ヶ
崎
市
の
魅
力
が
引
き
出
さ

れ
た
機
能
的
な
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
や
環
状
道
路
等
の

道
路
網
は
計
画
的
に
整
備
・
維
持
管
理

さ
れ
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
基
盤

が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
環
境
や

歩
行
空
間
に
よ
り
、
人
々
が
安
心
し
て
気

軽
に
外
出
で
き
る
都
市
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

01

関連SDGs

利
便
性
が
高
く
、

魅
力
的
な
都
市
空
間
が
整
う
ま
ち

2030年の
ありたい姿
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取り組みの方向性

02

■ 地域の特性を踏まえた秩序ある土地利用を誘導し、
自然環境と市街地環境の調和がとれた都市づくり
を推進します。

■ さまざまな機能が集約した利便性の高い都市拠点
の形成を促進するとともに、居心地のよい空間の
形成を目指します。

■ 今後、人口減少の進行が想定される中、将来にわ
たって都市機能を維持していくため、効率的な既存
ストック（※）の利活用や維持管理・更新を推進し
ます。

2 利便性の高い
移動環境の形成

1 機能的な
都市空間の形成

※既存ストック：
市街地で、今まで整備されてきた道路、公園、下水道等の都
市基盤施設や、住宅、商業施設、業務施設、工業施設のこと。
※ユニバーサルデザイン：
製品や建物、環境等をあらゆる人が利用できるようにデザイン
すること。

※都市計画道路：
都市の根幹的な施設として、都市計画法に基づく都市計画決
定による道路のこと。人や自動車交通等の移動を支える「交通
機能」、都市構造や街区の形成等を担う「市街地形成機能」、
都市の防災性向上や上下水道等のライフラインの収容等を担う

「空間機能」等、多様な機能を有する。

※幹線市道：
国道や県道とともに幹線道路網を形成する、市の骨格となる
道路のこと。

■ 誰もが快適に移動できるようユニバーサルデザイン
（※）に配慮した、より利便性が高く、歩きたい、出掛
けたいと思える空間づくりを推進します。

■ 日常生活や地域間における移動の利便性向上、交
通の円滑化を図るため、都市の骨格となる都市計
画道路（※）を主とした幹線道路、環状道路やそれ
を補完する幹線市道（※）等の計画的な整備・維持
管理に努めます。

■ 多様化する移動のニーズなどを踏まえ、新たな移動
手段や持続可能な公共交通のあり方を検討し、さ
まざまな移動手段を選択できる環境づくりを推進し
ます。
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7　利便性が高く、魅力的な都市空間が整うまち

　

自
転
車
は
5
㎞
以
内
の
移
動

な
ら
最
も
所
要
時
間
が
短
い
移

動
手
段
で
す
。
6
㎞
四
方
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
茅
ヶ
崎
に
お
い
て

自
転
車
は
最
も
合
理
的
な
移
動

手
段
と
い
え
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
足
腰
も
鍛
え
ら

れ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
病

予
防
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

や
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
の
移
動
を
自
転
車
で

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
な

発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

自転車の魅力を再度、
体感してみませんか？

みんなで行
アクション

動 !
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多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
が

お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
適
切
な
役
割

分
担
と
強
い
信
頼
関
係
の
下
、
情
報
の
共

有
と
対
話
が
活
発
に
行
わ
れ
、
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
効
果

的
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
茅
ヶ
崎
市
に
対

す
る
認
知
・
関
心
・
共
感
が
高
ま
り
、
幅

広
い
世
代
の
定
住
が
促
進
さ
れ
、
多
世
代

が
共
生
し
て
い
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

ま
た
、
民
間
活
力
の
活
用
や
先
進
的
な 

I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）
を
取
り
入
れ

た
業
務
の
効
率
化
、
公
共
施
設
の
適
正
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
職
員
の
資
質
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
解
決
す
べ
き
課
題
の
優
先
順
位
を
明

確
に
し
、
事
業
の
重
点
化
等
に
よ
り
適
正

な
資
源
配
分
の
実
施
と
、
財
源
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
に
よ
り
、
将
来

の
世
代
に
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

01

関連SDGs

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
行
政
経
営

2030年の
ありたい姿

成果指標
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和7年度
（2025）

最終目標値
令和12年度
（2030）

① 「市民主体のまちづくり」に対する
市民の満足度 22.5% 22.5% 24%

② 「行政運営の基盤の確保」に対する
市民の満足度 19.5% 19.5% 22%

③
経常収支比率

（経常的収入に対して、経常的支出が占
める割合をはかる指標。財政の弾力性
を示す。）

99.4% 99.4% 99.2%

政策目標
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取り組みの方向性

02

■ 誰もが地域の一員として、まちづくりに参画できるよう、
積極的な情報発信や対話の場の創出等を促進します。 

■ 市民が主体的に自らの地域の課題を解決することができ
るよう、継続的に地域コミュニティへの支援を行います。 

■ さまざまな分野において活動する多様な主体がお互
いの立場を尊重し、適切な役割分担の下、連携・
協力したまちづくりを推進します。 

■ 限りある経営資源を効果的かつ効率的に活用する
ため、取り組みの優先順位や成果を見定め、選択
と集中の観点から適正な資源配分に努めます。 

■ 今後、さらに厳しい財政状況が予測される中、財
政の健全性をしっかりと確保し、将来の世代に過
度な負担を先送りしない持続可能な基礎自治体と
してあり続けるために、中長期的な視点に立った
計画的な財政健全化対策を推進します。

■ 独自性を持った自治体経営を行うため、まちの特
性や地域資源、環境等を見極め、新たな財源の
創出に努めます。

■ 質の高い行政サービスに向けて、民間活力の積極的
な活用や先進的な ICT（情報通信技術）による行政
事務のデジタル化を推進し、業務の効率化や利便性
の向上を図ることにより、多様な市民ニーズに迅速
に対応します。 

■ 社会が成熟する中、単一の自治体だけでは解決が
難しい新たな課題も発生していることを踏まえ、周
辺自治体をはじめとした他の自治体と連携を強化
し、課題解決に向けた取り組みを推進するとともに、
効果的かつ効率的にサービスを提供します。 

■ 適切な公共サービスの提供と安定した財政運営を両
立するため、公共建築物を総合的に把握し、老朽化
に伴う施設の更新需要に計画的に対応します。 

■ 多様化・複雑化する市民ニーズを的確に捉え、視野を
広げて柔軟に対応することができるよう、政策形成能
力や課題解決能力、コミュニケーション能力、危機管
理意識の醸成等、職員の資質向上や組織づくりに努め
ます。 

■ 職員一人一人が仕事にやりがいと誇りを持ち、持てる
力を最大限発揮できる組織体制および職場環境の
整備に努めます。 

■ 定住・転入を促進し、持続可能なまちづくりを目指す
ため、市民や事業者等と一体となって連携・協働し、
まちの魅力の情報発信を推進します。 

2 行政運営の
基盤の確保

1

3

市民主体の
まちづくりの推進

財政の
健全性の確保

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、
自
治

会
や
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
が
茅
ヶ
崎
を
よ
り
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
の
活
動
は
福
祉
や
文
化
、

環
境
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

活
動
は
、
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
団

体
の
紹
介
や
活

動
に
関
す
る
情

報
提
供
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
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将来都市像の実現に向けた行政経営

皆さんの知識や経験をよりよい
まちづくりに生かしてみませんか？

みんなで行
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● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ●

政策目標とSDGsの関係 

本表は、「茅ヶ崎市総合計画」                                 の各政策目標における取り組みの方向性と SDGs の 17 のゴールの関連性を整理し、表にまとめたものです。 

～各分野が関連する SDGs の主な目標～ 
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政策目標 取り組みの方向性 

1 子どもが希望を持って健やかに成長
し、次代を担うひとが育つまち

子ども・若者・子育て支援の充実 ● ● ● ●

未来を拓
ひら

く力を育む教育の推進 ●

2 地域が活力にあふれ、交流とにぎわ
いのあるまち

地域経済の活性化 ● ●

多様な働き方と働く場の創出 ● ●

3 共に見守り支え合い、誰もが健康に
暮らすまち

支え合う地域共生社会の実現 ● ●

保健衛生・医療体制の充実 ● ●

社会保障制度の適正な運営 ●

4 誰もがいつでも学べ、生きがいを
持って自分らしく暮らすまち

学びの機会の充実と地域文化の創造の促進 ●

多様性を認め、尊重し合う社会の実現 ●

5 豊かな自然と共存し、心地よい生活
環境のあるまち

自然環境の保全 ●

環境負荷の低減

心地よい生活環境の形成

6 安全で安心して暮らせる、強くしな
やかなまち

防災・減災対策の推進 ●

消防・救急体制の構築 ●

暮らしの安全・安心の確保 ● ●

7 利便性が高く、魅力的な都市空間が
整うまち

機能的な都市空間の形成 

利便性の高い移動環境の形成

将来都市像の実現に向けた行政経営

市民主体のまちづくりの推進

行政運営の基盤の確保 

財政の健全性の確保

本表は、「茅ヶ崎市総合計画」                                 の各政策目標における取り組みの方向性と SDGs の 17 のゴールの関連性を整理し、表にまとめたものです。 
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多
様
な
市
民
参
加
の
機

会
を
通
し
て
市
民
か
ら
の

意
見
や
、
総
合
計
画
審
議

会
で
の
専
門
的
見
地
に
基

づ
く
意
見
を
聴
取
し
な
が

ら
、
庁
内
組
織
と
し
て
設

置
し
た
総
合
計
画
策
定
会

議
で
検
討
を
進
め
、
市
議

会
へ
提
案
し
ま
し
た
。

市議会

総合計画審議会

庁内

政策会議
（市長、副市長、教育長、理事）

総合計画策定会議
（副市長、教育長、各部長）

総合計画策定会議
幹事会

（庶務担当課長）

総合計画策定会議
作業部会

（庁内若手職員）

事
務
局
（
企
画
経
営
課
）

市民

ちがさき未来会議
（公募による市民ワークショップ）

ちがさきアイデアソン（※）
（市民活動団体との意見交換）

市民意識調査

パブリックコメント

広報紙・ホームページ

市民討議会
（無作為抽出による市民会議）

まちづくり懇談会
（市民との意見交換）

扌扌

扌扌

扌扌

＊部会の設置
各政策目標の検討に当たっては、効果的かつ効率的に議論を進めるため、四つの部会を設置し、審議しました。
第 1 部会（政策目標 1・4）、第 2 部会（政策目標 2・行政経営）、第 3 部会（政策目標 3・6）、第 4 部会（政
策目標 5・7）

※アイデアソン：
「アイデア」と「マラソン」を掛け合わせた造語で、特定のテーマについて、さまざまなメンバーが集まり、対
話を通じて新たなアイデアの創出を目指すイベントのこと。

第 1 部会 第 3 部会第 2 部会 第 4 部会
＊

1 
策
定
体
制
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区分 氏名 所属等

会長 牛山　久仁彦 明治大学政治経済学部教授

副会長 石田　晴美 文教大学経営学部教授

委員

小川　純一 公募による市民

小山　登志雄 公募による市民

藤本　恵祐（平成31年4月まで） 公募による市民

山本　実 公募による市民

岩崎　幸司 湘南地域連合議長

亀井　信幸 茅ヶ崎商工会議所会頭

熊澤　克躬（平成30年6月まで）
社会福祉法人茅ヶ崎市社会福祉協議会会長

水島　静夫（平成30年7月から）

後藤　金蔵 茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会会長

田中　賢三 一般社団法人茅ヶ崎市観光協会会長

益永　律子 特定非営利活動法人NPOサポートちがさき

松本　順子 ミクシテ「ちがさき男女平等参画プラン」を推進
する会代表

丸山　徳二 一般社団法人茅ヶ崎医師会会長

小谷　幸司 日本大学生物資源科学部教授

菅原　育子 東京大学高齢社会総合研究機構特任講師

関　幸子 東洋大学大学院経済学研究科客員教授

豊田　宗裕 聖徳大学心理・福祉学部教授

松行　美帆子 横浜国立大学都市イノベーション研究院准教授

市川　喜久男（平成31年3月まで）

神奈川県藤沢土木事務所所長上前　行男（令和元年5月まで）

横溝　博之（令和元年6月から）

丸山　尚子 神奈川県湘南地域県政総合センター所長

赤坂　雅裕 茅ヶ崎市教育委員会委員

髙橋　昭弘 茅ヶ崎市農業委員会会長

●総合計画審議会委員構成
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総合計画審議会

主な市民参加
第1部会 第2部会 第3部会 第4部会

平成
29

（2017）
年度

「次期総合計画の策定の着手について」の公表

■市民討議会（12/3）
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
public/tougi/1024573.html

■パブリックコメント（12/18 〜 1/23）
   「茅ヶ崎市次期総合計画策定方針（素案）」
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
public/1007537/kekka/1027891.html

　　　　　　　　　　　　　　　「次期総合計画策定方針」の策定

平成
30

（2018）
年度

4 月

5 月 第 1 回
（5/31）

6 月

7 月

■ちがさき未来会議
   （7/15・8/12・8/25・9/8）
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
1026248/1041840/1034074/1030046.html

8 月

9 月 第 2 回
（9/16）

10 月

11 月 第 3 回
（11/7）

12 月

1 月 第 4 回
（1/30）

2 月

3 月

■ちがさきアイデアソン※（3/20・3/28）
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
1026248/1041840/1034074/1034076.html

■市民討議会（3/21）
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
1026248/1041840/1034074/1034075.html

ここから
アクセス！

ここから
アクセス！

ここから
アクセス！

ここから
アクセス！

ここから
アクセス！

2 
策
定
経
過

理
想
の
茅
ヶ
崎
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
民
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
ま
し
た
。

［
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
度
〜
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
度
］

※
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
：

「
ア
イ
デ
ア
」
と
「
マ
ラ
ソ
ン
」
を
掛
け
合
わ
せ
た

造
語
で
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
対
話
を
通
じ
て
新
た
な

ア
イ
デ
ア
の
創
出
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
。
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総合計画審議会

主な市民参加
第1部会 第2部会 第3部会 第4部会

令和元
（2019）
年度

4 月 第 1 回
（4/11）

5 月 第 2 回
（5/28）

6 月

7 月 「茅ヶ崎市総合計画骨子」の策定

8 月
第 3 回
（8/2）
諮問

第 1 回
（8/20）

第 1 回
（8/26）

第 1 回
（8/26）

9 月 第 2 回
（9/19）

第 1 回
（9/9）

第 2 回
（9/18）

第 2 回
（9/17） ■まちづくり懇談会

   （9/15・9/16・9/21・9/23・9/28
     ・10/3・10/5）　
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
1026248/1041840/1034074/1037495.html10 月 第 3 回

（10/2）
第 2 回
（10/4）

11 月 第 4 回
（11/5）

12 月
第 5 回
（12/5）

答申

■茅ヶ崎市市民意識調査（12/6 〜 12/23）
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/ 
1026248/1041840/1039353.html

1 月

「茅ヶ崎市総合計画（素案）」の策定

■パブリックコメント （1/22 〜 2/21）
       「茅ヶ崎市総合計画（素案）」

https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
public/1007537/kekka/1037632.html2 月

3 月

令和 2
（2020）

年度

「茅ヶ崎市総合計画（案）」の策定

令和 2 年第 3 回市議会定例会において議決（9/24）

令和 3
（2021）

年度
茅ヶ崎市総合計画に基づく市政運営をスタート

ここから
アクセス！

ここから
アクセス！

［
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
〜
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
］

ここから
アクセス！
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●成果指標一覧

※ KGI：Key Goal Indicator の略。政策目標を達成したことにより得られる最終成果を計測するための指標。
※セーフティネット：病気やけが、失業等により困窮した場合に、最悪の事態から保護し、最低限の生活を保障する仕組みのこと。
※生物多様性：生きものの豊かさのこと。「生態系の多様性」「種の多様性」「遺伝子の多様性」という三つのレベルでの多様性があるとされている。

3 
成
果
指
標
（
K
G
I
）
の
一
覧
と
そ
の
考
え
方

政
策
目
標
の
進
捗
を
は
か
る
成
果
指
標
（
K
G
I
（
※
））
を
定
め
、
計
画
の
進
行
管

理
を
行
い
ま
す
。

成果指標（KGI）
現状値

令和元年度
（2019）

中間目標値
令和 7 年度
（2025）

最終目標値
令和 12 年度
（2030）

［ 政策目標 1 ］子どもが希望を持って健やかに成長し、次代を担うひとが育つまち

①「子どもを育てやすい環境」への市民の満足度 35.8% 35.8% 37%

②「自分には良いところがある」と思う児童の割合（小学 6 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度 83.0%＊ 86.3% 87%

③「自分には良いところがある」と思う生徒の割合（中学 3 年生）
＊現状値は令和 2（2020）年度 77.0%＊ 77.9% 80%

［ 政策目標 2 ］地域が活力にあふれ、交流とにぎわいのあるまち

①「地域経済の活性化に向けた取り組み」に対する市民の満足度 33.2% 33.2% 35%

②「市内での多様な働き方や働く場の創出」に対する市民の満足度 12.1% 12.1% 14%

［ 政策目標 3 ］共に見守り支え合い、誰もが健康に暮らすまち

①「地域における支え合いの仕組みや、自分らしく暮らせる環境」への
　市民の満足度 22.8% 22.8% 25%

②「健康を守るための保健衛生や医療体制」に対する市民の満足度 24.9% 24.9% 26%

③ 「誰もが安心して暮らすためのセーフティネット（※）」に対する市民の
満足度 16.3% 16.3% 18%

［ 政策目標 4 ］誰もがいつでも学べ、生きがいを持って自分らしく暮らすまち

①「学びの機会や文化・芸術、スポーツに触れる機会」に対する
　市民の満足度 28.9% 28.9% 31%

②「多様性を認め、お互いを尊重し合う社会の実現」に対する
　市民の満足度 17.5% 17.5% 21%

［ 政策目標 5 ］豊かな自然と共存し、心地よい生活環境のあるまち

①「自然環境の保全や、生物多様性（※）の維持」に対する市民の満足度 45.7% 45.7% 46%

②「持続可能な社会の実現に向けた環境負荷の低減」に対する
　市民の満足度 32.4% 32.4% 36%

③「心地よく暮らせる生活環境」への市民の満足度 41.4% 41.4% 43%

［ 政策目標 6 ］安全で安心して暮らせる、強くしなやかなまち

①「災害から生命・財産を守るための防災や減災への対策」に対する
　市民の満足度 28.9% 28.9% 33%

②「生命・財産を守るための火災や救急への対策」に対する
　市民の満足度 30.0% 30.0% 33%

③「暮らしの安全・安心の確保に向けた防犯や交通事故防止への
　対策」に対する市民の満足度 25.9% 25.9% 29%

［ 政策目標 7 ］利便性が高く、魅力的な都市空間が整うまち

①「機能的で秩序のある都市づくり」に対する市民の満足度 35.1% 35.1% 40%

②「快適で利便性の高い移動環境の形成」に対する市民の満足度 36.0% 36.0% 38%

将来都市像の実現に向けた行政経営

①「市民主体のまちづくり」に対する市民の満足度 22.5% 22.5% 24%

②「行政運営の基盤の確保」に対する市民の満足度 19.5% 19.5% 22%

③経常収支比率 99.4% 99.4% 99.2%
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●成果指標と目標値の考え方

　成果指標は、茅ヶ崎市市民意識調査に基づく市民の満足度を原則とし、例外的に学校教育に関する指標は、茅ヶ
崎市小中学校児童生徒意識調査の結果とし、財政に関する指標は、経常収支比率としました。

（1）市民の満足度

・ 茅ヶ崎市市民意識調査に基づく市民の満足度をはかる指標。各設問の回答総数に対する「満足」または「まあ満足」
とした回答の割合です。（回答の選択肢は、満足、まあ満足、どちらともいえない、やや不満、不満の 5 項目）

・ 成果指標に掲げる事項に関連する複数の設問の結果を平均して算出しています。

・ 現状値の令和元（2019）年度調査は、令和元（2019）年 12 月に実施しており、新型コロナウイルスの感染拡大
の影響は織り込まれていないことに留意が必要です。

・ 中間目標値は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により満足度の低下が想定されるため、現状値と同じ水準
としました。

・ 最終目標値は、平成 21（2009）年から平成 29（2017）年までに実施した市民満足度調査の傾向を基に、令和元
（2019）年度調査の結果から10 年間を推計した上で、5 年後に当たる推計値としました。過去の実績値が減少傾
向の項目は、現状を維持することを目標としています。

・ 今後、人口減少と少子高齢化が同時に進行することが予想される状況にあって、全ての政策に潤沢な財源を確保
することはこれまで以上に難しくなりますが、市民ニーズを的確に把握し、より効果的な施策を効率的に実行する
ことで、全ての政策目標の中長期的なボトムアップを目指します。

（2）「自分には良いところがある」と思う児童・生徒の割合（政策目標 1 の成果指標②③）

・ 茅ヶ崎市小中学校児童生徒意識調査に基づく市立小・中学校に通う児童・生徒の自己肯定感の意識をはかる指標。
「自分には、良いところがあると思いますか」という設問の回答総数に対する「当てはまる」または「どちらかとい
えば当てはまる」とした回答の割合です。（回答の選択肢は、当てはまる、どちらかといえば当てはまる、どちらか
といえば当てはまらない、当てはまらないの 4 項目）

・ 中間目標値・最終目標値は、平成 27（2015）年から令和 2（2020）年までに実施した茅ヶ崎市小中学校児童生
徒意識調査の傾向を基に推計しました。

・ 新型コロナウイルスの感染拡大への対応をはじめとして、学校教育を取り巻く環境が変化する中にあって、子ども
たち一人一人に向き合ったきめ細かな教育を提供し、自己肯定感を持った子どもの割合を高めることを目指し、ひ
いては茅ヶ崎の教育の基本理念である豊かな人間性と自律性をはぐくむことを目指します。

（3） 経常収支比率（将来都市像の実現に向けた行政経営の成果指標③）

・ 経常収支比率とは、地方公共団体の財政構造の弾力性（柔軟性）を判断するための指標で、毎年度経常的に支
出される経費に充当された一般財源の額が、毎年度経常的に収入される一般財源の総額に占める割合で、この比
率が低いほど、自由に使えるお金が多く臨時の財政需要に対して余裕があることになります。

・ 市町村の経常収支比率は、社会保障関係経費の増加等により、全国的なトレンドとして、増加傾向が継続してい
ます。

・ 茅ヶ崎市では、茅ヶ崎市財政健全化緊急対策に位置付けた各取り組みを着実に進めることで、全国的な増加傾向
の中にあってもなお、現状数値の維持継続に努め、中長期的には微減傾向を目指します。
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